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研修の目的

生活困窮の背景にある根源的な課題を相談者とともに理解し、相談者自身が主体的に家計を

管理する意欲を引き出すための支援姿勢や方法等を学びます。また、相談者が再び生活困窮状

態に陥ることを予防するための支援技術を学ぶことを目的とします。

今年度の研修プログラムの特徴

１、コロナ禍でも相談支援の現場で頑張っている家計改善支援員（以下、家計相談員）の姿を

見ていただき、一緒に頑張ろうとの思いを共有できるようにします。

受講者の皆さんには、感想と自身の学びの目標をレポートにまとめていただきます。

２、相談時家計表と家計計画表を活用して、家計の変化に対応した支援ができるような研修と

します。具体的には相談時家計表と家計計画表の作成で、収支変化の把握ができるように

します。

３、今年度は調査活動も行います。

・子どもの進学に必要な費用やどのような支援策があるのか等を相談時に提示するための

フィールドワークに取り組みます。

・このフィールドワークは、今後受講者が各種給付金について関係機関へ同行したり、社

会資源の調査に生かせる貴重な経験となると考えています。

４、今年度はオンデマンドで各自が自習する研修です。

学習内容をサポートするため、提出されたレポートには講師による模範解答とコメントを

入れて返却します。

先輩家計改善支援員からのメッセージ

・これからの支援にどのようなことを生かすのか、参考になる考え方や支援のあり方などを学

んでください。

・皆さんもどのような相談員になりたいのか、ご自身の目標について考えてみてください。

・ビデオメッセージを寄せていただいた８人の先輩相談員の皆さん

＜北海道＞

社会福祉法人 富良野市社会福祉協議会 地域支援課 主任 喜多 泰文 様

＜山形県＞

社会福祉法人 山形市社会福祉協議会 地域福祉課 森谷 昌美 様
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＜埼玉県＞

ワーカーズコープ埼玉事業本部 埼玉北部自立支援事業所 関根 宏樹 様

＜福井県＞

社会福祉法人 坂井市社会福祉協議会 地域福祉課 福祉まるごと相談係

家計改善支援員 藤野 恵美子 様

＜滋賀県＞

社会福祉法人 東近江市社会福祉協議会 相談支援課 主事 水谷 友彦 様

＜島根県＞

雲南市社会福祉協議会 地域福祉部生活支援・相談センター 相談支援員 土屋 博紀 様

<福岡県＞

社会福祉法人グリーンコープ 久留米市家計改善支援員 萬田 郁子 様

＜沖縄県＞

沖縄県 就職・生活支援 パーソナルサポートセンター南部事務所

家計改善支援統括責任者 山根 末子 様

◆講義４の動画を視聴し、レポートを作成してください

レポートの作成

設問１ 先輩相談員のメッセージについての感想や、どのような相談員になりたいのか、これ

からのご自身の目標、この研修での学びの目標などについてレポートを作成してくだ

さい。

※必ず「提出課題（word）」に入力して、データで提出してください。
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講義５

家計改善支援の基本的な考え方と

相談の流れとポイントを理解する

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

行岡 みち子
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◆まず動画を視聴してください

研修の目的

初回面談から終結に至るまでの一連の流れ、家計改善支援における基本的な支援について学んで

いただきます。テキストを読み、映像を視て、設問に答えるという流れで、各章毎に学習を進め、

各自の学びを深めていただきたいと考えています。

学習の進め方

・第1章の映像を視聴する前に、テキストに目を通してください。

・映像は8章に分かれています。1章ずつ動画を視聴して、その章についての設問 に回答し

てください。

・家計改善支援員（以降、家計相談員）と相談者のやり取りや、相談者のようすにも注意して、映

像をしっかり視聴してください。

・各章毎に共有したいことや考えて欲しいことを記載しています。教材の事例が何故そうなってい

るかについても、誤解がないように説明を加えています。

・ポイントには、特に留意していただきたい内容や補足を記しています。映像の内容をさらに自分

に引き寄せていただく上での参考にしてください。

・Q&A には、設問 以外にも、いくつかの設問（Q）と回答（A）を掲載しています。その回

答（A）は、一つの例と捉え、参考程度に扱ってください。

◆第１章の動画を視聴する前に、テキストp8 11を必ず読んでください
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◆第1章を視聴する前に、ｐ8 11を必ず読んでください

１、 の内容について
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◆動画に戻って、第1章を視聴してください
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◆第1章視聴後にｐ12 14を必ず読んで、設問１の回答に取り組んでください

（１）第１章 家計改善支援の基本的な考え方と支援の流れ（所要時間 5分40秒）

１）家計改善支援の基本的な考え方と相談の流れ

ポイント① 家計改善支援の基本的な考え方

家計改善支援とは、相談者の気持ちに寄り添いながら家計の状況を明らかにし、家計の

視点から相談者とともに生活困窮の出口を見つけ出す支援です。

相談の中で家計の見える化を図り、１ヶ月の収支の状況を理解してもらうことが家計改

善支援の基本的な考え方です。相談者本人が家計の現状を理解し、生活を見直すことで家

計の改善方針を見出して、将来にわたって収支を自己管理できるよう伴走しながら支援を

行います。

ポイント② 家計改善支援の基本の５つの柱

家計改善支援には、支援の5つの基本的な柱があります。

1. 家計の現状を理解してもらう支援

2. 行政窓口に同行し、給付制度の利用や税金、公共料金等の滞納を解消する支援

3. 法律相談に同行し、借金や家賃滞納など債務に関する支援

4. 生活の健全化を図るために必要な貸付をあっせんする支援

5. 相談者自身が家計を自ら管理できるようにする支援

この他、家計改善支援だけで解決できない、重い障がいや依存症（ギャンブル、アルコ

ール）などの課題を抱える人への支援は、自立相談支援や医療機関などと連携を行います。

ポイント③ 家計相談員のこころ構え

家計の現状の根本の部分にある相談者の気持ちを受けとめ、寄り添ってお話を聴くここ

ろ構えが大切です。どのような感情が存在し、何を伝えたいか、相談者の背景を理解しな

がら話をすすめます。相談の核心を聞き取りながら、信頼関係を深めていきます。

そして、家計相談員の思い込みや価値観で相談者の話を受けとめずに、まずよい聴き手

となり「聴かせていただく」こころ構えでじっくり聴く姿勢が必要です。自分が正しく理

解できているか、相談者の主訴を発語し、間違いがないか確認します。

この他、相談者の言葉だけではなく、目や手の動き、声の調子、表情、息遣い、姿勢な

ど全体の様子に気を配りながら理解に努めます。何気ない仕草は相談者が、どのように感

じているかを知る手がかりになることがあります。

また、相談者の話を聴いて動揺したり、違和感を感じたり、思考が閉鎖的になっていな

いか、自分自身の気持ちに気付くことも重要です。これ以上相談者の話を聴けないと感じ

たら、他の家計相談員の助けを求める心のゆとりも大切です。
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Ｑ：相談者の話に集中できなくなったり、動揺している自分を感じた時、どうしたらよいと

思いますか？

Ａ

少しその場を離れる、「ちょっと他の相談員の意見も聞いてみたいので席を外しますがよ

ろしいですか？」と外に出て相談する、一人体制で相談相手がなければ「時間が来たの

で一旦今までの相談をまとめてみたいのですが宜しいですか」と次へつなぐ対応等が考

えられます。

２）家計管理の基本となる家計表・キャッシュフロー表の意味と役割

生活再生のための家計改善支援に必要な道具（ツール）として、相談時家計表、家計計

画表、ライフイベント表、キャッシュフロー表を使用します。

ポイント① 最初の共同作業「相談時家計表」

相談時家計表は家計の収支の状況を把握するためのツールです。まずこの家計表作成と

いう共同作業を通じ、相談者と家計相談員は家計の現状を理解するとともに、互いの信頼

感が形づくられていきます。

ポイント② 解決に向けた道しるべ「家計計画表」

相談時家計表をベースにした予算書として、改善要素を整理した家計計画表を完成させ

ます。

ポイント③ 将来を共に考える「ライフイベント表」「キャッシュフロー表」

相談者世帯全体の将来の収支の変化を予測したものがライフイベント表です。そのライ

フイベントを家計計画表に組み込み、２ ３ 年先の将来を見通すことができるように作成

されたのキャッシュフロー表となります。キャッシュフロー表は相談者の今後の暮らしの

行程表となります。月々どの位の費用が必要で、家計の過不足はどの時期に発生するのか

を予め相談者本人に確認してもらう役割を持ちます。

Ｑ：「相談時家計表」「家計計画表」「ライフイベント表」「キャッシュフロー表」は家計改善

支援の道具（ツール）であるとあえて説明していますが、それは何故だと思いますか？

Ａ：「相談者とコミュニケーションをとるための道具」という意味です。家計表やライフイベ

ント表、キャッシュフロー表をつくること自体が目的化し、家計相談員が自分の知識や

理解で勝手に作成している、もしくはあまり聴かずに作成しているケースがあります。

手法だけが一人歩きし、相談者が置き去りにされ、相談者の思いや願いが反映されない

ような家計表やキャッシュフロー表には全く意味が無いので、道具であると位置づけて

います。

家計改善支援の専門性とは、資格やスキルに基づくものではなく、相談者に寄り添い

ながら相談者の家計にフォーカスしていく姿勢を言います。
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設問１ 家計相談員の心構えの中で皆さんが特に大切にしたいと思うのは、どの部分

ですか？何故それを大切にしたいと思いますか？

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、第2章の動画を視聴してください
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◆第２章視聴後にｐ15・16を必ず読んで、設問2の回答に取り組んでください

（２）第2章 初回面談への臨み方（所要時間 5分33秒）

この事例の田中さんは少し前に自立相談支援事業所に相談し、そこの紹介で家計改善支援

事業所に相談に来られています。したがって、困っている内容については自立相談支援事

業所との情報共有はできていることが前提です。

１）初回面談への臨み方

ポイント① 初回面談に臨む際に大切な基本的なこと

１．相談に来てくれてありがとうとの歓迎の気持ちを相談者に伝える

２．気持ちを静かに整え、相談室のドアを開ける

３．名前で語りかける

４．面談時間を最初に設定しておく

５．守秘義務があることを伝える

６．質問に対して「言いたくなければ、言わなくてもいいですよ」を伝え、安心してもら

う

ポイント② 各自治体の状況に合わせて柔軟に対応しましょう

初回面談を行なう場所は自治体によって異なります。役所内の生活保護課や生活支援課

の窓口であったり、相談室が役所内に別室で準備されていたり、役所外の支援事業所であ

ったりします。それぞれの状況によって、相談者の迎え方に違いがあることは前提です。

例えば、自治体によっては、お茶は出さない、相談員の名刺は渡さないなどのルールがあ

る場合もあります。その様な違いがあることを研修参加者で共有することも大切です。

ポイント③ 相談時間の受けとめ方

相談に来る人は相談室につながるまでに様々に悩み、逡巡し、困り果て、何とか勇気を

奮い起こして相談に来られています。初めて会って言葉を交わす初回面談は、迷いながら

相談に来た人にとっては相談員の印象が強烈で、その後の信頼関係をつくる上で大きく影

響します。

相談しようと思ってきた人は面談冒頭の 10 分間くらいで、自分にとって大切なことを

話される傾向にありますから、相談開始直後から 10 分間くらいはとにかく相談者の全て

を理解したいという気持ちで意識を集中し、口を挟まずに話を聴きましょう。

また、これまでの経験からは、面談時間は最大で１時間半を超えると相談者の疲れが目

に見えて深まっていきます。相談員の集中力も途切れがちになります。２時間を超えると

終わったときには疲れ果てています。したがって面談時間は最初から１時間から１時間半

程度と示して、その時間を有効に使うことを相談者と共有しておきます。
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２）主訴の確認

Ｑ：相談者は自立相談支援事業所で相談し、家計改善支援事業所につながってきているの

ですが、再度、ご本人から相談したい内容（主訴）の確認をしています。

どうしてだと思いますか？

Ａ：相談者は話していくうちに自分が本当は何に困っているのか、どうしたいのかなど段々

と自己理解が深まり、自分の境遇に気付く傾向にあります。

相談することによって認識が深まっていきますので、自立相談支援事業所で相談した

ことでも、今何に困っているかは再度お聴きすることが大切です。困りごとを注意深

く聴きながら、家計相談員の目線でその困りごとの背景を掴みましょう。

困りごとは時間の経過とともに変化することもあります。家計について専門的に相談

にのってくれるという安心感から、自立相談支援事業所とは違う課題が出てくること

も少なくありません。

設問２ 初めて相談に来る人はどのような気持ちで相談室を訪れていると思いますか？

映像の中の相談者の姿で相談者の気持ちが表れている言葉や態度を３つあげてく

ださい。

その様な相談者をお迎えしたり、ご案内する時に、どのようなことを心がけてい

ますか？

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、第３章の動画を視聴してください
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◆第3章視聴後にｐ17 20を必ず読んで、設問3の回答に取り組んでください

（３）第３章 相談時家計表の作成

10分16秒）

家計改善支援事業では家計収支の把握は必ず必要ですが、皆さんは家計収支の把握はどの

ようなやり方で進めていますか？映像を視て確かめてください。

１）家計収入の聞き取り所要時間

ポイント① 相談時家計表の作成に入る前に

本教材では、主訴の確認から、いきなり相談時家計表の作成となっていますが、実際の

相談現場では、相談者の

きした上で、相談時家計表の作成に入ります。

ポイント② 正確な計算よりも大切なこと

相談時家計表の作成は１円単位まで正確に把握する必要はありません。生活に困窮して

相談にお見えになる人は、今日明日の支払いに困り、今幾らお金が不足しているかは分か

っていても、１週間後どうなっているのか、１ヶ月での収支では幾ら不足するのかが分か

らない人がほとんどです。ですから、今の生活の仕方で１ヶ月を過ごした時にはどれくら

いのお金が不足するのか、その収支をざっくりと把握し、不足する金額をどう賄うのかを

相談するのが家計改善支援です。その場合、精度の高い収支結果が分かる必要はなく、大

まかに収支金額を把握できれば充分です。支出を減らす方向で改善できるところはどこか、

収入を増やす方向でできることは何か等を見極める上でも、改善すべき金額の目標が分か

らないと相談が深まりません。レシートなどを細かく積み上げて家計を把握しようとする

と、収支結果が分かるまでの１ヶ月の時間を無為に過ごすことになります。相談者が少し

でも早く、目標を定めて手を打てるように促していくことは大事なことですので、精度に

こだわらずに、今分かることで相談を進めましょう。

ポイント③ 「収入」と「家計収入」の違い

家計収入とは年金や資産や就労による収入そのままではなく、家計に入るお金のことを

家計収入と呼んでいます。例えば、同居の子どもがいてその子の就労収入は１０万円であ

るが、家計に５万円を入れている場合は５万円がその子からの家計収入となります。

の家族関係や習慣により、家計への負担の仕方には違いがあるためです。
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ポイント④ 家計を丁寧に聴き取ることの意味

家計への負担の仕方の中に家族間の無理解や軋轢、解決すべき課題が隠れていたりする

ため、家計は誰が管理しているのか、家計は誰がいくら負担しているのか、そもそもの収

入金額は分かっているかなどを丁寧に聴きとり、その背景も理解していくことが重要です。

十数年前、この聞き取りの中から、当時余り意識されていなかったＤＶに気付き、その解

決に向かったことがあります。家計を丁寧に聴き取ることで、相談員だけでなく、相談者

本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なくありません。

Ｑ：映像では、相談員が聴き取った家計の金額を相談者にも家計表に書いて貰っていまし

たね。それは何故だと思いますか？どのような効果があると思いますか？

Ａ：自分で書いた家計表は自分のものだと意識しやすいためです。

話したり書いたりする行為は自己確認につながりやすいので、形だけであっても自分

で書いてもらうようにしています。

Ｑ：高齢で手がスムースに動かないなどの理由で書くことが難しい人や時間がかかる人の

場合はどうしますか？

Ａ：手が不自由で書くことが不得手な人の場合は、本人に「私のほうで書きましょうか」

と断りを入れることが大切です。本人に書いていただけない場合も結構ありますから、

その様な時にも家計相談員が独りよがりに進めたとならないように留意しましょう。

Ｑ：収入の聴き取りでこれは重要だなと気がついたところがありましたか？

Ａ：年金担保借り入れの理由と時期を聞いているところです。借金や滞納が起こる時期に

何があり、その解決策としてどのような選択をしたかを理解しておくことは今後に備

える意味でも重要です。

また、家計収入が他にないかをたずねているところも重要です。

同居家族の家計収入をたずねることで、家族関係や生活状態が分かります。

２）食費以外の支出の聞き取り

ポイント① まずは食費以外から尋ねてみましょう

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点

があります。しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬

などの季節による変化はあっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出

です。様々なお話をする上でも、答えやすいところから入ると後が進めやすいです。
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ポイント② 大切なのは、家計相談員自身の「暮らしの物差し」

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションで

あれば管理費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費などもあるかなど、生活

に即して尋ねましょう。抜け落ちやすいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際

費があります。家計を預かっている人のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほ

とんど分からない状態の人が多いです。家計相談員自身が自分の生活と家計を物指しにし

て、相談者の生活に関心をもって、聞き取るようにしましょう。

ポイント③ 支出金額の背景を読み取りましょう

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のど

のような気持ちや生活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しな

いと家計の改善にはつながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さんの

状態が見えてきました。私たちの経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見

えてきたこともあるし、教育費のかけかたに離婚したことで子どもに負い目を感じている

ポイント④ 支出費目は柔軟に

家計表の費目は生活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落とし

や聞き漏れがないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握

しやすいです。相談者固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換え

て、そこに書き込みます。

家計相談員から費目が多いという意見を聞くことがありますが、家計改善支援を利用し、

のちに相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一

緒に費目を見ているうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるよう

になった」という感想が出されています。

Ｑ：相談時家計表の聞きとりで把握した費目のうち、家族構成や人数を考えると支出金額

が少なすぎたり、多すぎることに気付くことがあります。皆さんはどの様な基準で相

談者の家計を見ていますか？あなたが印象に残っている事例には、どのようなものが

ありますか？

Ａ：相談者は少ない収入の中でやりくりされていますから、省庁から発行されている統計

調査などは基準になりにくい面があります。したがって、家計相談員の生活実感を基

準に支出金額を読み取り、多いな、少ないなと感じたときは、率直に何か心当たりが

あるかを尋ねてください。相談者に教えてもらうつもりで尋ねることで、学びと経験

を積み重ねていただきたいと思います。
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設問３ 家計改善支援の家計表は家計簿のように1円単位の正確な数字を拾い出さなくて

もよいとしていますが、それは何故でしょうか？

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、第４章の動画を視聴してください
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◆第４章視聴後にｐ21 22を必ず読んで、設問４の回答に取り組んでください

（４）第４章 初回面談終了

（所要時間 7分24秒）

１）食費の聞き取り

ポイント① 生活は、食費から見えてくる

食費の聞き取りは丁寧にすすめることが重要です。食費を聞くことでどのような生活を

されているのかがよく分かります。外食や弁当中心の生活であると支出が多くなるばかり

でなく、健康にも影響します。何故その様な食生活になっているのかを注意深く聴いてい

くと、視力が落ちてよく見えない、体調が悪い、料理をしたことがないなどの別の課題が

見えることもあります。また、家族数に比べ食費が少ないので、よく聴いてみると実家の

親や兄弟から米や野菜を貰っていることが分かり、必要な時には相談にのってもらえる関

係であることなども分かります。

２）相談時家計表を完成させる

ポイント① 個人情報に関する同意書を取る際に

個人情報に関する同意書について、自立相談支援の相談受付・申込票（Ａ票）（ｐ10）

は家計改善支援と共通のものです。自立相談支援事業所からの家計改善支援事業所に相談

者が紹介されてきた場合は相談受付・申込票（Ａ票）の同意書が活用できます。たまに自

立相談支援事業所が相談受付・申込票（Ａ票）の同意書を相談者から貰ってないことがあ

ります。その場合は家計改善支援事業所で同意書へのサインをもらってください。なお、

家計改善支援事業所はもう一つ別に相談受付・申込票（Ｂ票）（ｐ11）を作成する必要が

あります。

Ｑ：自立相談支援事業や家計改善支援事業所で初回面談が終了した時点で、個人情報の関

する同意書を貰う必要がありますが、相談者がサインしてくれないという話をよく聞

きます。相談者は何故サインをしたくないと思われるのでしょうか？相談者の立場に

立ってどのような心配があるのか、どのような言葉がけであれば相談者に快く個人情

報の同意書にサインをいただけるのか、考えてみましょう。

Ａ：ちなみにグリーンコープではサインを断られた経験はほとんどありません。

相談者が心配しているのは、同意をすると嫌でも指導に従わないといけないのではと

いうことです。相談内容に納得できて、かつ強制されることは無い、いやなことは嫌

だと言える関係、一緒に悩んでくれる関係であることが分かれば同意に抵抗はありま

せん。なお、同意書の説明を詳しくし過ぎるとかえって不審に思われることがありま

す。「今日の相談に納得いただけて、必要な時には一緒に窓口に行くためには同意書が

必要なので」と説明し、サインをもらってください。
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３）初回面談の振り返り

ポイント① 振り返りを忘れずに

面談が終わったら、必ず振り返りをしてください。家計相談員の面談スキルを上げてい

く上で、振り返って意識することは、とても大切です。以下は、特に振り返ってほしい項

目３点です。

１．相談者がどのような表情で帰られたか

その日の面談が相談者の気持ちに寄り添ってスムースに進んだかどうかが分かります。

２．次の相談につなげることができたか

次の面談は何時になったのか、支援が継続していくかどうか、ゆるやかな目標が立っ

ているか。

３．次の面談に向けて何を準備すればよいのか

次の面談に向けて準備しておくことを忘れないように記録しておきます。

ポイント② 家計改善支援の記録を作成しましょう

家計改善支援事業を実施していながら自立相談の記録のみで、家計改善支援の記録を作

成していない事業所がかなりあります。家計改善支援は独自の視点から留意点をまとめて

おくことが必要です。特に家計表などは必ず、当日中に作成するようにしていきましょう。

Ｑ：この事例では次回面談に向けて準備しておくことにどのようなことがあるでしょうか。

Ａ：自立相談支援事業所につなぐべき情報を整理し、自立相談支援事業所と相談しておく

こと。本日作成した相談時家計表をきれいに清書したものを自宅に届け、息子さんに

も見ておいていただくことなど。

設問４ 相談時家計表の収支結果を出す前に、家計相談員が相談者に毎月どれくらいのお

金が不足していると感じているかをお尋ねし、本人に考えてもらっています。そ

して重大な事態であることに気付いてもらい、言葉としても発語してもらってい

ます。この事例では、相談者は気づいたことをどのように発語していますか？そ

の言葉をいくつか書いてください。

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、第５章の動画を視聴してください
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◆第５章視聴後にｐ23 24を必ず読んで、設問５の回答に取り組んでください

（５）第５章 家計計画表の作成 2 （所要時間 8分11秒）

初回面談で確認したように２回目の面談は、次男の状況や意思を確認するために自宅を訪

問し、家計計画表を作るという場面です。

１）家計収入の聞き取り

ポイント① ひとりで訪問することは可能な限り避けましょう

この映像の中では、自立相談支援員は自宅への訪問に同行していませんが、実際の自宅

訪問の場合は家計相談員に自立相談支援員が同行しています。その方が、情報共有がしや

すいためです。自立相談支援員の体制が無い場合などはケースバイケースですが、家計相

談員が一人だけで訪問することは可能な限り避けるようにしています。

ポイント② 連携に必要なのは、日頃からの働きかけ

家計相談員が意識しておくべき連携先として別紙の事業所（ｐ36）があります。各事業

所の窓口に顔を出し、何かの時には協力をお願いして窓口から相談者を紹介してもらうこ

とも含め働きかけをしましょう。窓口によっては、相談者の掘り起こしにつながることも

あります。

Ｑ：この事例では息子さんに相談時家計表を前もって見てもらい、支出も減らせそうに無

いため、収入を増やすしかないということを息子さんにも理解してもらい就労につな

がりました。では、息子さんは家計相談員ともほとんど話せない心理状態で、かつ就

労がとても望めそうに無い場合は、どのように相談を進めればよいと思いますか？

Ａ：この事例の想定では当初、生活保護も検討したのですが、息子さんが働いていた時期

があり、辞めた後も時々収入があり、保護の基準には該当しませんでした。それでも

今困っていることは事実ですので、息子さんが就労につながりそうに無ければ、生活

保護の受給を検討をすべきでしょう。他にもよい案が皆さんから出てくれることを期

待します。

いきなりハローワークからの就労が無理であれば、就労準備支援につなぐ方法もあり

ます。その場合の連携先の紹介や相談の切り出し方、話し方について、考えてみまし

ょう。

Ｑ：別頁に相談時家計表（ｐ26）と家計計画表（ｐ27）があります。どこがどう変化した

のか確かめましょう。もう少し改善できる点はなかったかも考えてみましょう。
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Ａ：相談者主体で家計計画を立てるのが基本ですが、生活習慣を含め本人たちだけでは改

ると思います。その様な場合は率直にアドバイスすることが大切です。

本人の意思を尊重すると言えども、無理な減額、例えば食費を半分に削る等の安易な

家計計画については、実行可能性も低く、健康の面でも良くないため、率直にそれは

無理なのではないか、と進言するようにしましょう。

設問５ この事例では家計相談員だけでの自宅訪問となっています。自立相談支援事業所

や就労準備支援事業所と当事者との連携を図っていくには、連携先とどのような

話のすすめ方をしておきますか？

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、第６章の動画を視聴してください
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◆第６章視聴後にｐ25を必ず読んで、設問６の回答に取り組んでください

（６）第６章 ライフイベント表,キャッシュフロー表,家計再生プランの作成

3回目の面談 （所要時間 6分55秒）

自宅訪問で家計計画表が作成でき、６月に次男も勤め先が決まり、7 月から仕事に就くこ

とができました。ここからは給与支給日までの家計の状態を把握するために再度相談室に

来ていただき、キャッシュフロー表などの作成をした場面です。

ポイント① キャッシュフローを作成する前に必要な「ライフイベント表」

キャッシュフロー表の作成に必要な「収支に関する人生の出来事（ライフイベント）と

その時期・金額」をまとめたもののことをライフイベント表（ｐ13）と言います。相談者

が自分のありたい将来の姿と現実に起こる将来の出費や収入を書き込んで作成するもので

す。相談者の思いが反映されますので、キャッシュフローを作成する前に必ずライフイベ

ント表を相談者本人に書いてもらい、意見交換してください。事例の内容を反映したライ

フイベント表とキャッシュフロー表（ｐ28 30）を確認してください。

Ｑ：このキャッシュフロー表を見て、今後注意すべきこととして何をアドバイスしますか？

注目していただきたいのは、Ｈ28年の7月、9月、11月、1月、3月の赤字月の過ご

し方です。この事例では相談者の姉からお金を借りて、資金不足を補い、家計を再建

できましたが、姉に貸せる財力がない場合は、どうしますか？

Ａ：親族から借りることが出来ない場合は、社会福祉協議会などに、相談時家計表と家計

計画表、キャッシュフロー表などを添えて、貸付を申し込むと言うことも考えられま

す。いわゆる貸付あっせんです。

設問６ ライフイベント表とキャッシュフロー表は何のために作成するのか説明してく

ださい。

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、資料（ｐ26 31）に目を通してください
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資料 映像教材事例の相談時家計表 家計計画表 ライフイベント表 キャッシュフロー表 家計再生プラン
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◆動画に戻って、第７章の動画を視聴してください
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◆第７章視聴後にｐ32 34を必ず読んで、設問７の回答に取り組んでください

（７）第７章 家計改善支援のまとめ（所要時間 4分22秒）

1）事例のふり返り

ポイント① 個計から家計へ。家族と共に考える。

本教材の事例では、相談時家計表を作成した結果、現状の生活では５万円の赤字となる

ことが分かりました。また、過去の病気のため本人の就労は難しいことから、支出を減ら

す方法の他に、次男の就労を相談しました。自宅訪問では、相談者と次男が大切にしてい

る事を確かめながら、相談者にはどの費目を削減できるか、また、次男には短時間での就

労の可能性など、家計を成り立たせる方策を一緒に考えました。

その結果、次男の就労収入5万円での収入増の他、インターネットや墓参りの費用など

を減額すると、小遣い等を増額しても家計が成立しました。今後、医療費が嵩む傾向にあ

り、本人の障害者手帳取得のため病院に同行予定です。現在、無事に次男の就労に成功す

るなど、積極的に生活再生に努めています。

ポイント② 家計改善支援の2つの効果

本事例での家計改善支援は2つの効果が生まれました。

1つめは生活の実態が見えたことで、自分たちで改めるべき点を見出すことができた点。

2 つめは次男の就労により家計改善の目処が見え、精神的な負担が軽減され、滞納生活費

や固定資産税の支払いも計画的になったことで、不安が解消した点です。また、障害者手

帳の取得で医療費の削減ができれば、さらに生活は安定します。

2）同行支援とまとめ

ポイント① 伴走者として支える「同行支援」

同行支援も重要な家計相談員の業務です。生活に困窮している人にとって弁護士や行政

窓口に行くことはとてもハードルが高いばかりでなく、法的に活用可能な救済制度を知ら

ない事も多いのです。したがって、行政窓口や法律相談に同行し、制度を活用して解決す

るための方策を一緒に相談します。滞納などであっても、見通しをつけるまで数ヶ月支払

いを待ってもらうことや、分割納付の金額などの相談を行います。

相談の一つ一つは小さな出来事ですが、目の前にあることを一つずつクリアすることは

信頼関係の積み重ねになり、やがて大きな問題を解決していく事となります。

ポイント② 行政直営か委託かによる違い

Ｈ３０年４月時点の全国の事業所のうち、自立支援事業が行政直営のところは全体の

35％です。直営＋委託のところを入れても 45％です。55％は委託事業所です。家計改善

支援事業になると85％が委託事業所で取り組まれています。
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直営で困窮者自立支援事業がすすめられている自治体の場合は個人情報の同意書があれ

ば、庁内連携で進めやすくなります。しかし、委託になると同意書があっても難しい問題

があります。委託事業所の場合は庁内への窓口同行などの取り組み方については、事前に

委託元の自治体の責任者と丁寧に相談しておく必要があります。

ポイント③ 行政窓口に同行支援することの意味

家計改善支援では行政窓口に同行支援することをすすめています。同行することによっ

て窓口の担当者に相談者の家計状況を正確に理解いただけますし、実施可能な返済の仕方

を相談者を含めて決めることが出来ます。相談者も安心して窓口との相談に臨めるため結

果として約束もきちんと守られます。しかし、滞納を一括管理して対応する収納課などが

ある自治体では、支払いを待ってもらうことや分割納付の相談どころか、委託先の家計相

談員が窓口に同行すること自体を拒否されることがあります。

その様な自治体には困窮者支援の役割や相談者だけでなく、自治体にとっての家計改善

支援のメリットを丁寧に話し込み、収納課の担当者の理解を深めてもらう取り組みから開

始しましょう。また、家計相談員が収納課の役割や権限を踏み越えて一方的に対応してい

ないか等も振り返ってみましょう。その上で、生活困窮者自立支援を実施をしている行政

の責任者にも庁内の状況を理解してもらい、庁内での連携のあり方を一緒に考えてもらい、

支援会議などの発足につなげるようにしましょう。

ポイント④ 法テラスや弁護士・司法書士相談への同行について

家計相談員自身の勉強にもなりますから、法テラスや弁護士事務所等にも相談者に同行

しましが、相談者を差し置いて家計相談員が先行して、話をすすめるようなことにならな

いよう、配慮しましょう。

３）まとめ

家計相談員は家計に現れる収支を評価するのではなく、裏側にある相談者の思いを聞き取

の動きを見る事で、家庭内で大切にしている事がわかり、同時に課題や解決策も見えてくる

ことです。

家計改善支援は決して指導をすることではありません。

相談者が自己洞察を深め、課題を見出し、家計改善に向けて自己管理できるように立ち上

がっていくための支援であることを意識し続けることが大切です。
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設問７ 講義５の映像で何を学びましたか。あなたの今後の家計改善支援への取り組み方

を書いてください。

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆回答が終わったら、ｐ35必ずを読んでください
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◆第8章を視聴する前に、必ず読んでください

第８章 番外編 3分46秒）

第7章までの事例とは違う事例の相談のようすを番外編として作成したものです。

相談の場面で、お金が不足していて相談に来られているのに、家計収支をお聞きして相談

時家計表を作成していくと せず

にお金を使われているケースや使った内容を隠したいケースがあります。

まずは相談者の言葉を受け止め、決して否定したり指導したりするのではなく、話を聞か

せていただく姿勢で面談に臨みます。どのように面談を進めていくのかの一例として視聴し

てください。

◆第８章の動画を視聴してください
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資料 家計改善支援のつなぎ先
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参考資料

次頁以降（ｐ38 50）は、ここまで動画やテキストで学んでいただいたことをさらに深めていた

だくために、下記の項目について説明した参考資料です。

家計改善支援の本来のあり方や、相談者を理解するための前提となる考え方や相談者の心の動き

などについて説明しています。相談支援の基本姿勢や相談員としての心がまえを大切にして相談支

援に役立てていただきたいと思います。

＜参考資料の項目＞

・家計改善支援とは何か（ｐ38）

・前提となる考え方（基本姿勢や心構え、相談者との関係を築くプロセス等）（ｐ39 42）

・家計改善支援の進め方（帳票の流れや他機関との連携の流れ）（ｐ43 45）

・家計改善支援の役割（背景にある課題、家計改善支援で解決する内容）（ｐ46 47）

・家計管理・出納管理と金銭管理の違い（ｐ48）

・相談者に応じた家計管理から出納管理、金銭管理への流れ（ｐ49）

・平成３０年度支生活困窮者自立支援制度における支援状況 都道府県別集計（ｐ50 51）
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1、家計改善支援とは何か

家計改善支援とは

家計改善支援事業とは、「家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、

相談者とともに家計の状況を明らかにして生活の再生に向けた意欲を引き出し

ていく支援である。家計の視点から必要な情報提供や専門的な助言、機関窓口へ

の同行等を行うことにより解決を早め、相談者のエンパワメントを図る。更に相

談者自身の家計を管理する力を高め、早期に生活が再生されることを支援する取

り組み」のことを指す。

・家計改善支援は、相談者が一人で毎晩遅くまで家計簿をつけ、それを元に

支援員がアドバイスや指導をする支援とは異なる。

・家計表やキャッシュフロー表などをコミニュケーションツールとして活用

し、家計収支の改善をすすめるものである。

①本人にあまり負担をかけず

に１ヶ月の家計の現状を理

解してもらうための支援

②生活を見直すことで

家計改善の方策を本人が

見出していくための支援

家計改善支援とは、家計相談員が相談の中で

「家計の見える化」をはかる支援である。

③将来にわたって家計を自己

管理できるようにする支援

④家計の視点から困窮の出

口を見つけ出す支援
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２．前提となる考え方

家計改善支援事業に従事する相談員を家計改善支援員（家計相談員）と呼びます。

（１）家計改善支援の基本に考えたい５つの柱

１）基本は生活をどう再生していくのかにある。そのために何をするのか。家計改善支援は生

活を再生するために必要な支援の柱である。

①家計管理に関する支援（家計表等の作成支援、出納管理・生活の見直し等の支援）

②滞納（家賃、税金、公共料金等）の解消や各種給付制度等の利用に向けた支援

③債務整理に関する支援（多重債務者相談窓口との連携等）

④貸付のあっせん

⑤相談者自身が家計を自ら管理できるようにする支援

（２）相談支援の前提となる考え方

していこうとする志向性を持っている。

２）問題を解決するのは相談者本人である。

・本来自分のことを最もよく知っているのは相談者自身であり、問題を解決できるのも相談

者自身である。

・とりわけ家計という生活そのものに関わる極めてセンシティブな課題は、相談者の理解を

促し、解決に向けた意欲につないでいくことが重要。

（３）家計改善支援の基本姿勢

１）生活のほとんどの結果は家計に集約される。そのため、家計改善支援は極めてセンシティ

ブな家庭の事情を聴き、家計という側面から相談に来た人（相談者）の問題解決に接近して

いくことになる。

２）したがって、家計改善支援は相談者の出納管理や家計管理そのものを支援するだけでは不

十分で、多重債務や過剰債務で苦しむ相談者や生活困窮状態からの脱皮を願う相談者のトー

タルな生活再生を支援する姿勢で臨む必要がある。

３）家計問題を解決する主体は相談者である。「相談者主体の尊重」を明確にして、家計相談

員は、相談者の現実を否定しないカウンセリングマインドで相談を受けとめ、相談者の話を

傾聴する。

４）家計は相談者一人ひとりの家計再生へ向けた継続した意思と努力によって再生していくの

で、相談者の「自己決定と自立支援」を相談の基本に据える。相談者が自己決定するために

家計状況を理解できるように相談をすすめ、相談者自身による生活の見直しを援助し家計再

生を支援していく。

５）家計相談員は相談者一人ひとりの生活に応じた解決ができるように、事前相談や予備調査

にも力を入れ、家計再生のための選択肢を広げておく。債務整理のための解決策は、自己破
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産、個人再生、特定調停、任意整理などの法的救済を最優先で紹介し、法テラスをはじめと

する弁護士・司法書士事務所などにも同行相談を行う。

６）同行相談や貸付あっせん、さらに他団体への相談をつないだあとも家計再生が軌道に乗る

までは、必要に応じて相談者に寄り添い、サポートする。

７）家計相談員は、家計や借金をめぐり相談者が孤立しないように、地域資源をネットワーク

して活用し、自立相談支援機関と連携して取り組む。

８）生活に関する多様な問題は、相談者への丁寧なカウンセリングを中心に、解決の方向を探

る。具体的には、ＤＶや児童虐待、依存症、離婚問題などの生活相談は、自立相談支援機関

につなぎ、連携して解決策を探す。

（４）家計相談員のこころ構え ― 信頼関係を形成するために傾聴を基本とする

１）相談者が言おうとすることの意味を聴く

話す事柄の背後にある気持ちを受けとめ、寄り添って相談を進める。

相談している内容にどのような感情があり、その人にとってどのような意味があるのか、

何を伝えたいのだろうか、全体的な意味を理解する。

２）家計相談員の価値判断で聴かない

家計相談員の思い込みや価値観で相談者の話を受けとめない。相談者が大事にしたいと思

っていることを傾聴し、理解する。

３）結論を急がず「無知の姿勢」で聴く

家計相談員は出来るだけ早く解決してあげたいと課題を決めつけたり、指導しようとした

りしがち。まずはよい聴き手となる。

「聴かせてもらう姿勢」でじっくり聴こうとすることが必要。

４）正しく理解しているかどうかを確認する

相談者の困りごとや願っていることの核心が掴めたら、自分が正しく理解できているか、

相談者の主訴を言葉で言い表し、間違いないかを確認する。

５）相談者の全体の様子に気を配る

相談者の話は言葉だけではなく、全体の様子に気を配りながら理解する。目や手の動き、

声の調子、表情、息遣い、姿勢などは、相談の中で、相談者が今どのように感じているか

を知る手がかりになる。

６）自分に気付く――相談の中での家計相談員自身の心の動きを意識しておく

相談者の話を聴いて動揺したり、反発したり、同調したり、防衛的になっている自分がい

ないか、自分自身の気持ちに気付くことが重要。

これ以上相談者の話を聴けないと感じたら、いつでも他の家計相談員や相談支援員の助け

を求める心のゆとりが必要。
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（５）相談者自身の力で問題を解決するために
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（６）相談のプロセス

１）家計改善支援事業の各段階における支援員の対応と相談者の状況

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階

相談受付
（インテーク）

アセスメント
家計再生プラン

の策定

支援の実施
モニタリング

↓
評価

・家計情報の把握
・債務情報の把握
・背景の把握

・定期面談
・生活状況や家計

管理状況の把握
・支援の見直し

支援員
の対応

相談者
の状況

安心して
なんでも語れる
信頼できる

問題発生の原点を
見つめなおし、
自分の課題に

気づく

新たな展望が
持てるようになる

具体的な方策に
基づいて実行する

目標の達成
（方策の実行）

支援の
段階

・相談者の課題の把握
← 家計表の作成 →

← キャッシュフロー表の作成 →
家計再生プランの策定

・傾聴の技法や態度 ・要約、質問、理解したことの開示等
・支持、共感、情報提供、助言等 ・支持、フィードバック等

支援の
過程と

実施事項

関係づくり
（信頼関係の形成）

問題の把握
（自己理解の深化）

目標の設定
（意思決定）
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３．家計改善支援のすすめ方 ―（１）相談の流れ図

（詐欺被害・ヤミ金融など）

消費生活

センター

警察他

（多重債務など）

法テラス

弁護士・

司法書士

公的機関
①相談受付

②初回面談

（インテーク・

アセスメント）

⑧終結

債務整理方針

の確定

評価シート

③継続面談

（支援経過記録）

④家計再生プラン

の検討

⑤支援の提供

⑥モニタリング

⑦評価

相談者の必要に

応じて連絡

（連携機関）

・滞納生活費など

の支払い相談

（作成帳票）

相談受付・申込票

Ａ・Ｂ票（本人作成）

インテーク・アセスメ

ントシート作成

貸付あっせん書

電話受付票

連絡・アウトリーチ

・社会福祉

協議会

・貸付機関

貸 付

あ っ

せん

支援調整会議

家計再生プラン作成

・ライフイベント表

・キャッシュフロー表

（電話） （窓口）

支援調整会議

相談時家計表作成

家計計画表作成
（市役所の窓口）

・税・国保などの収

納課（分割納付な

ど）

・給付・適正化

の相談

⑨再プラン策定

家計改善支援事業所 自立相談支援事業所
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（２）家計改善支援機関の相談の流れ（ 流れ図参照 ）

①相談受付

・本人との最初の面談・電話は今後の信頼関係を構築するうえで大切であり、家計改善に向けた支

援を進めていくうえで重要な時機となる。

・初めての来所者や電話の方は、不本意な思いや惨めな気持ちを抱いていたり、相談機関や支援員

に不安や恐れを持っていることも考えられる。そのため、相談者の話をよく聴いて受けとめ、信

頼関係の構築を目指す。

・電話の場合は、来訪していただけるように対応する。

消費者被害（悪質商法・詐欺など）やヤミ金の取立てなど緊急性のある相談は、消費生活センター

や警察などの関係機関を紹介する。内容によっては、家計相談員が仲介し、同行する場合もある。

②初回面談 相談者への丁寧な聴き取り面談。

・一番困っていることや解決したいことは何か、意思をしっかり確かめる。

・債務状況や滞納があればその金額・内容など、現在の生活状態の概要を把握する。

・相談時家計表による現状の把握に努める。

・家計改善支援の支援内容や相談の必要性等を説明する。貸付希望の相談者には、生活再生のため

の家計相談であり、必要に応じて貸付あっせんを行うことを説明する。

同行

護士・司法書士を紹介し、家計相談員が同行する。滞納税の支払い相談などについても、できる

だけ窓口に同行する。

③継続面談

・ライフイベント表に基づくキャッシュフロー表の作成や返済・支払計画の相談、初回面談後や同

行支援後の生活の変化などについても、相談者に確認し、対応するために継続面談を行う。

④家計再生プランの作成

・計画が現実的な目標になっているのか、相談者に判断いただく。

家計再生プランを作成した後も解決に向かわない場合や債務整理などの方針に同意できなかった

場合などは、相談を重ねて相談者の意思決定をサポートしていく。諦めずに伴走する意思を堅持し、

その気持ちを相談者に伝える。

⑤支援の提供

・家計改善支援機関は、支援調整会議に先行して支援支援プランを実施する場合があるが、実施し

た支援も含め家計再生プランにまとめ支援調整会議に諮り決定を得る。

・支援を提供するうえで家計改善支援機関だけでは対応が難しい場合は、家計改善支援員が一人で

抱え込むことなく、自立相談支援機関と必要な調整やカンファレンス会議を要請する。

・家計改善支援機関は主に以下5つの支援を提供する。

1.「家計管理に関する支援」は、相談者とともに家計の現状を見つめ、相談者自らが家計を管

理しようという意欲が持てるよう家計表、キャッシュフロー表、家計再生プランに基づき支
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援する。

2.「滞納の解消や各給付制度等の利用の支援」は、自治体の各部局や事業所などとの調整や申

請等の支援を行う。具体的には給付・適正化・分割納付等を支援する。

3.「債務整理に関する支援」は、多重債務や過剰債務の問題に対し、各自治体の多重債務者相

談窓口や法律専門家等との連携・協力を図る。違法な貸付や取り立て、詐欺被害などの場合

は警察等につなぐ。

4.「貸付のあっせん」は、一時的な生活資金が必要で貸付による支援で生活再生が図れる場合

に、家計計画表やキャッシュフロー表を使って家計再生が可能な償還計画を立て、貸付あっ

せん書を作成し、社会福祉協議会ほか貸付機関と共有し円滑・迅速な審査につなげる。貸付

を実行された場合は、必要に応じて家計改善支援を継続する。

5.金銭教育、消費者被害防止のための教育に必要に応じて取り組む。

⑥モニタリング

・プランが本人の状態に適した内容になっているか、支援が適切に提供されているか、本人が目

標に向けて変化しているか等を定期的・随時に本人との面談や関係機関と連携して確認する。

・家計改善支援機関は支援を提供する上で適切な時期にモニタリングを行う。

・モニタリングの時期までに家計の改善状況や家計管理に対する認識や意識の向上を確認し、自

立相談支援機関との情報共有を図る。

⑦評価

・家計再生プラン策定時に定めた期間が終了した場合、もしくはそれ以前に本人の状況に大きな

変化があった場合に、設定した目標の達成度や、支援の実施状況、支援の成果や新たな生活課

題を見て、支援を終結させるか、プランを見直して継続するのかを判断する。

・支援が終結した後も相談者が、家計管理の重要性の認識、支出の優先順位の設定、家計収入の

範囲内での支出、数年先の収支の見通しが立っているなど、家計管理を継続できるかを確認す

ることが重要である。

⑧再プラン策定

・相談者自身の評価を引き出しながら、普段取り組んだこと、できたこと、難しかったことを整

理し、なぜ目標が達成できなかったのか、相談者自身の気持ちや取組み姿勢の変化、生活状況

の変化、支援内容の適正性や妥当性といった観点から検証することが重要である。

・

連携し対応する。

⑨終結

・モニタリング及び評価の結果、家計改善支援により相談者の自立が図られた場合は、相談者の

意向を確かめ、速やかに終結する。

・再び生活困窮状態に陥りそうな場合には、終結後も早期に相談に訪れてもらえるような関係を

構築する。
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４. 家計改善支援の役割

（１）相談者が抱えている背景にある問題が、家計相談から見える

背景に家族の問題が

・家族に障がい者がいるが、必要な支援

を受けていない。

・家族にうつ症状・対人不安・パニック

障がい・発達障がいがある。

・ＤＶ（経済、家庭内暴力）被害がある。

・ギャンブル・アルコール等依存症を抱

える家族がいる。

・ひきこもり、登校拒否等の家族がいる。

・認知症の家族を抱えている。

・家族が生活費を入れない、または生活

費をあてにされている。

よくある家計相談

・多重債務で借金がふくれ、生活費が足りない。

・生活保護受給ができないと言われた。

・就労が出来ず収入がない。

・電気・ガス・水道代などが支払えず、ライフライン

が止まりそう。

・家賃が支払えず、退去命令がでている。

・保護費を落として困っている。

・仕事が決まったがそれまでの生活費が不足している。

・ 家庭で今の収 では 活費が りない。

・滞納や借金をまとめて返済して、月の支払を少なく

したい。

・子どもの入学金が足りない。

・お金がなく車税の支払いや車検が出来ず困っている。

・身内の冠婚葬祭のためのお金がない。

・家賃が安いところに引越したいが引越しの資金がない。

背景には本人の精神的な課題など

・就労が安定せず、対人関係や就労への不安を抱えている。

・面談をする中で、うつ症状や対人不安や発達障がいが見受

けられる。

・病気を抱えているが病院に通院できていないなど。

・家族との共依存関係など。

・虐待、育児ノイローゼなど。

・独居高齢者で支援が必要。

・ギャンブル・アルコール依存。

お金の問題

・借金の返済

・税金の滞納

・電気代、ガス代、水道料金滞納

・ 間や公営住宅の家賃滞納

・保育料の滞納

・校納金の滞納

・国 健康保険の滞納

・国 年 の滞納

・介護保険料の滞納

・住宅ローンの滞納
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（２）相談内容のうち家計改善支援で解決していく内容

（３）家計改善支援が必要な相談者の状況

① 多重債務もしくは過剰債務を抱え、返済が困難になっている人

② 債務整理を法律専門家に依頼した直後や債務整理途上の人

③ 収入よりも生活費が多く、借金に頼ったり、支払いを滞らせざるを得ない人

④ 収入が少なかったり波があるが、生活保護の対象とならず、家計が厳しい状態の人

⑤ 家族で家計について話したことがなく、それぞれが勝手にお金を使っている人

⑥ カードに頼って生活や買い物をして、家計の収支やいくら借金があるのか把握し ていない人

⑦ 収入はあり、生活はできているが、家賃をはじめ、水道光熱費、校納金、給食費、保育料など

の滞納を抱えていたり、税金などを延滞している人

⑧ 就労先が決まったが、収入が得られるまで時間がかかり、生活資金の貸付を予定している

⑨ 児童扶養 当や年 の 給など 単位の収 ではなく２ ４ヶ 単位の収入があり、支出も月

単位で変化があり、家計管理が難しい人

⑩ 生活保護受給者であるが就労収入や年金収入があり、保護費減額などにより収入管理が難しい

人

ただし、上記の状況の発生が重い障がいなどに起因する場合や相談者の管理能力のはなはだしい

欠如などにより発生していると思える場合、何らかの心理的背景があり家計を維持したり管理する

こと自体を拒否されている場合などは、家計改善支援と同時に、そもそもの課題を解決するための

支援も同時に必要となる。

それは、家計改善支援は相談者の意思と相談者の理解に基づき家計を再生することを支援すると

いうのが基本であるため、相談者の理解や能力が伴わない場合は専門機関との連携や別の方策が必

要となる。

家計収支の改善のために収入や支出の見直し

借金以外のお金の問題

・税金の滞納 ・電気代、水道料金の滞納

・ 間や公営住宅の家賃滞納 ・保育料の滞納

・校納金の滞納 ・国 健康保険の滞納

・国 年 の滞納 ・介護保険料の滞納

借金や生活資金不足

・一時的な生活資金不足

・住宅ローン、自動車ローン、学資ローンなどの債務

・クレジットの物品ローン、消費者金融からの債務など
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５．家計管理・出納管理と金銭管理の違い

（１）家計管理・出納管理の分野

家計管理や出納管理の分野は「家計を管理したいがどうすれば良いかわからない」「何故

だかわからないが家計が成り立たないので何とかしたい」などの家計の収支に課題があるこ

とが意識でき、問題への解決意思のある人を対象とする。

① 1ヶ月単位の家計管理の方法をアドバイスする

1ヶ月の家計収支の予算が決まったら、その予算内でどのように生活するかをアドバ

イスし、相談者のやる気につなぐ。1ヶ月は家計改善支援の基本的な家計収支の単位

で、ほとんどの相談者に適用する。1ヶ月を単位に出納管理のツールの紹介なども行

う。

② 出納管理で節約術をアドバイスする

１ヶ月の家計管理のアドバイスに基づいて生活してみても予算内で生活できない場

合は、レシートなどを集め、その内容も含め見直し、購入品に偏りがないか無用な買

い物がないかを相談者と一緒に相談し、節約のための方策をアドバイスする。

③ 年単位での家計管理の方法をアドバイスする

将来にわたるそのご家庭の家計収支の動きを把握し、どのように家計を維持していく

のか、どのような生活をしていくのかをアドバイスする。３ ５年のスパンでの計画

を立てる。子どもの多い家庭は特に有効。

（２）金銭管理の分野

何らかの障がいや課題を抱えているため、例えばお金の管理をしたいと思っていても自分

では抑制が効かない、もしくは困り感がなくほとんど家計管理ができない人が対象となる。

① 権利擁護の日常生活自立支援を利用

② 成年後見制度の利用

③ 成年後見制度の利用や権利擁護には該当しないが、支援事業所との契約に基づき、より

密着した金銭管理支援を行う場合がある。預貯金の出し入れや日常生活費の週単位での

管理、日々での管理など、取り組み方は多様。
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６．相談に来た人の理解力に応じた家計管理から出納管理、金銭管理への

流れ
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７．Ｈ３０年度 生活困窮者自立支援制度における支援状況

（４ ３ 累計） 都道府県別集計
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実習１

家計改善支援の実務

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

行岡 みち子

中島 明美

藤浦 久美
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◆まず動画を視聴してください

研修の目的

相談時家計表と家計計画表の役割を理解し、それを活用した支援の専門性を学んでいた

だきます。それぞれを道具として使いこなし、相談に来た人たちの家計の改善に役立てて

いく技術を学ぶことを目的にしています。

学習の内容

１、家計改善支援に取り組むときの姿勢について

２、家計改善支援にどのようなツール（道具）を使うのか

３、相談時家計表と家計計画表の意味と役割

４、実際に相談時家計表と家計計画表を作成します。

・今期はコロナ禍の影響を受けて集合研修ができないため、オンデマンド学習となりま

す。相談時家計表と家計計画表を使いこなし、近い将来の見通しは、キャッシュフロ

ー表ではなく家計計画表を活用します。

・動画で説明をしますが、テキストにも詳しく掲載していますので参考にしてください。

・受講前の準備として、届いている相談時家計表（未記入）を手元に出しておいてくだ

さい。
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１、家計改善支援員の姿勢と家計改善支援のツール（道具）について

（１）家計改善支援員の姿勢

１）家計改善支援の専門性とは

家計のツールを使いこなして家計表やキャッシュフロー表を作成できることは

重要ですが、家計表やキャッシュフロー表作成が専門性ではありません。

相談者とのコミュニケーションをとるための道具として家計表を使いこなし、

今から説明する７つの基本姿勢を大切にして寄り添って支援していくことが家計

の専門性と言えます。

２）7つの基本姿勢

①相談者は相談窓口につながるまでに、大変な苦労をしています。そのため、心

が傷つきやすい面があります。家計相談員はそのような相談者の現状や悩みを

理解し、寄り添いながら、解決に向けてともに考えていきます

②相談者に合わせた家計管理の方法を相談し、生活の安定を図ります。

③困窮の原因や背景はさまざまです。本人自身もそれに気付いていないことがた

くさんあります。家計という視点から、相談者の悩みや困りごとの原因、課題

などに本人自身が気付くことができるように支援を進めます。

④お金の問題で借金や滞納があれば、専門家や窓口に同行し、解決の方法や返済

の仕方を一緒に考えていきます。

⑤必要最小限の貸付と返済方法を相談し、貸付機関にあっせんします。

⑥家計収支の課題やお金の問題は周りとの関係を悪化させ、相談者は孤立しがち

です。家族や友人関係の修復も考えながら、支援の在り方を考えていきます。

⑦相談者の経済的な自立には時間がかかります。相談者の意欲を尊重し、つなが

りを重視しながら、家計改善支援を重ねていきます。

相談して解決できる訳ではありません。時間をかけながら、継続したて伴走支

援していくことが大事だということを忘れないようにしましょう。
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（２）家計改善支援に必要な4つのツール（道具）

初回の面談で作成する、現状の家計表です。家計の現状につ

いて、月額の収支として作成します。相談者と一緒に家計表

を作成する過程を通して、信頼関係を形成することが大切で

す。精度に拘って細部を追及する調査員のように聞き取って

はいけません。相談者が家計生活を振り返ることができ、そ

の結果として、把握できていなかった内容を意識しつつ、大

まかな家計収支の月額が把握できればよいものです。

解決方針などを相談した後に作成する、月額予算としての家

計表です。「相談時家計表」を基に、現状の家計を改善する

ための方針や、初回面談以降に見直したりした支出の目標金

額などを反映します。相談者が毎月の家計の目標数値になる

ように一緒に作成します。

家族全員の収支に関する人生の出来事（ライフイベント）と

その時期・金額をまとめたものをライフイベント表と言い、

相談者が自分のありたい将来の姿と現実に起こる将来の出

費や収入を書き込んで作成します。

予算書としての「家計計画表」を基に家族のライフイベント

による収支

推移が見えるようにした表です。収支の変化や年間行事や進

学など暮らしの変化や必要性に合わせて、相談者が将来の家

計収支予算が見えるようにしたものです。今後時間の経過と

ともに、月々どの位の費用（お金）が必要か、家計の過不足

はどのように発生するのかをあらかじめ予測しながら生活

していく必要性を相談者自身に確認してもらうための道具

です。その意味でキャッシュフロー表は相談者が自己管理で

きるように作成された相談者の暮らしの行程表と言えます。

貸付が必要な場合は最小限の貸付目安金額を組み込みます。

滞納や返済途上のものがあれば、それも組み込み家計の指針

を立てます。貸付の月額返済計画も反映させて、貸付あっせ

ん書の添付資料とします。

相談時家計表

家計計画表

ライフイベント表

キャッシュフロー表
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（３）相談時家計表・家計計画表・ライフイベント表・キャッシュフロー表の

意味と役割

１）相談時家計表の意味と役割

家計表は相談者が家計相談員とともに自らの生活を見直し、現状を把握するため

の道具です。その意味で、相談時家計表は相談者の生活そのものの現状をお金の動

きとして家計収支に集約したものです。家計相談員は相談の最初に、まずこの家計

表作成という共同作業を通して相談者の暮らしを理解していきます。

２）相談時家計表の収支は世帯全体の生活を把握しアセスメントするもの

・初回面談時の月額の家計収支を把握するものですが、同時に相談者の困窮の背景

を家計の視点から聞き取るためのツールです。

・数字を聞き取って終わりではなく、この家計の背景に何があり、今後どのような

ことが予測できるかを相談者と一緒に考えていきます。

・したがって家計表の精度にこだわるのではなく相談者の振り返りを助けながら、

家計収支を大きく押さえていくことが重要です。

・相談時家計表はその後の支援の出発点となるものです。

①収入項目の把握

・家計収入の把握――同居家族の家計費の負担を知ることで、家族の関係や生活

のようすがわかります。援助収入があるかどうかで、相談

者の周りの協力者が分かります。

・収入の増減――収入の変化に伴う生活の変化を把握し、将来に備えます。

②支出項目の把握

・住居費

・例えば、離婚や子どもの独立などで家計収入が減っているのに、従来通り

の広い住まいで高めの家賃を支払っているような場合には、家族構成が変

わった理由や時期などを相談者と一緒に考える機会にします。

・家賃の滞納が発生していれば、深刻な困窮状態に入りつつあると考えられ

ます。

・町内会費は住居費の中に入れますが、町内の付き合いはしたくないという

話もよく聞きます。自然災害が増えている現状で、隣近所との付き合い方

についても一緒に考える機会にしていきます。
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・基本生活費

・食費・外食費では生活の基本的なスタンスがわかります。

・電気、ガス、水道や被服・理美容の費目の動きからは、隠れた困窮状態を

掴むことができます。

例えば、電気代が異常に高い理由を確認したところ、ひきこもりの子ども

が夜通しインターネットを利用し、昼間はエアコンを動かしていることが

分かった事例もあります。

・被服・理美容の費用が余計にかかっていることから、勤めているアパレル

ショップでのほぼ強制的な衣服購入が大きな負担になっていることが分か

り、就労支援につながったこともあります。

・医療・介護費用は相談者家族の健康状態を把握し、将来にわたる経費の膨

張を予測することができます。

・通信費・車両費、教育等費用、教養・娯楽費用、その他、税金・保険、返済金

などを聞く事は、金額だけではなく、生活の様子やスタイル、考え方や人間関

係などにも接近できます。

・例えば、教養・娯楽費用でのペットやパチンコ、カラオケクラブなどの費

用の大きさから、相談者の寂しい環境と何かに癒しを求めている現実も見

えてきます。

③支出が大きい費目は、相談者が自分の課題に気付いていない場合が多いです。

・相談員が一方的に節約をアドバイスしても本人の心には届きません。反発だけ

が残ることもありますので、気を付けましょう。

・家計収支には、相談者の生活スタイルや価値観、人間関係が大きく反映されて

います。

・

本人が暮らしを振り返る機会となるように丁寧に支援しましょう。

３）家計計画表の意味と役割

家計計画表は、月額の予算書みたいなもので、相談者が毎月の家計の目標数値

になるように考えていくものです。本人がどうしたいのかを聞きながら、何を望

んでいるのかを基本に予算書をつくるようにします。

相談時家計表に基づき、相談者の現状もしくは確実に予定できる収入に基づい

て、相談者の暮らしの必要に合わせた家計計画表を完成させます。
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資料 家計表から見えてくる相談者の生活のようすや背景

本人や同居家族

の家計収入を聞

くことで、家族

内での関係や生

活実態が分か

る。

賞与は予備費

と考える。

いつまでもらえるか。

元夫との関係は？

支援者はいるか。

支援者は

どんな人か。

・奨学金などは丸ご

と収入に入れる。

・借入金は収入に入

れない。

月による収入の増減があるかないか。

収入の変化に伴う生活の変化を把握する。

保険、返済金などを聞く事は、金額だけ

ではなく、生活の様子やスタイル、考え

方や人間関係などにも接近できる。

生活に必要なお金

ペットの費用などは本人の癒しがどこに

あるのか知ることにつながる。

パチンコ、夜釣りｅｔｃ・・

支払われているかどうか。

同居家族の

構成

住居費の家賃の滞納は深刻な困窮状態に

近づいていると理解する。

町内会費の負担など相談者の考え方や隣

近所との付き合い方も把握する。

誰がいくら。社会とのつながり実態も見

えてくる。

誰がいくら。減額の可能性を探る。

生活の基本的なスタンスを把握できる。

具体的に聞き取る。

家族の生活が見えて来る。隠れた困窮状

態をつかむ。

誰の分か。家族の健康状態を把握し、将

来にわたる経費の膨張を予測するので、

病状は正確に聞く。

子ども関係―奨学金があればここで支

出。子ども用に使われているか。
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◆実習1「相談時家計表の作成（手書き）」の動画を視聴する前に、ｐ61 63

を必ず読んでください

２、相談時家計表の作成（手書き）

（１）相談時家計表を手書きで作成する前に

・相談時家計表の用紙（未記入）、電卓、筆記用具をご用意ください。

・事例を通して実際に家計表を完成させる実習に入ります。

・まず、この実習で作成する事例を手書きで作成することからはじめます。

・初回面談では、相談者の家計収支を聞きながら家計収支の把握をしていきます。

・本来は相談員が聴き取った家計の金額を相談者にも一緒に家計表に書いてもらい

ます。しかしコロナ禍の現状では面談時間の短縮を図る必要上、相談員が作成し

ています。

・実習１の事例を、初回面談を行っているつもりで、相談時家計表（未記入）にテ

キストを見ながら記入していきます。

・パソコンで作成する家計表（エクセル）には計算式が入っていて自動計算されま

すが、手書きの場合はきちんと計算して記入していきます。

（２）モデル事例についての情報

１）相談者プロフィール

①事例の概要、主訴

初回面談日：2020年7月20日(月) 相談者：妻

コロナ禍による夫の職場の稼働日数が減り、収入が半減する。

来年高校3 進学の がいて、家計が成り立たなくなるので

はないかととても心配。今後、家計はどうなるのか相談したい。

②家族構成

相談者：妻42歳、スーパーでのパートタイマー

相談者の夫：45歳 ファミリーレストランチェーン店の食品工場勤務

：16歳（高校2年生）

：14歳（中学3年生）
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③就労状況と収入

相談者：大手スパーマーケットのレジ係で8時から13時までの週4日勤務。

月平均の収入はおおよそ5H×950×17日=80,750円(社保、国保は夫の

扶養家族)

職場は自宅近くで自転車通勤。通勤手当はない。会社内の懇親会費で毎

月500円を積み立て。健康に不安があり勤務時間は増やせないが、人間

相談者夫：全国展開のファミリーレストランの食材を生産する工場に勤務。

正規職員で社保、年金等の差し引き後の手取り月収は356,000円(通勤

手当込み)、賞与は年2回で業績によるが各50万円程度。今年の夏季

賞与は出なかった。

工場は郊外にあるため、自家用車にて通勤。

：児童手当 月10,000円

：アルバイトなどはしていないため、収入はない。

④夫婦の債務状況

住宅ローン：残額は260万円(毎月返済額/8万円、ボーナス払いは０)

自動車ローン：残額は80万円(毎月返済額/3万円)

消費者金融2社：残額120万円(毎月返済額/5万円)

(借入の理由：相談者が病気入院をしていた時期の住宅ローンの支払いや抗癌剤

治療費、夫の父親の病院代と )

⑤滞納金等はないが預貯金もない。

２）初回面談での聞き取りの内容と家計方針

①初回面談の聞き取り内容

・相談者は20年前に幼馴染の夫と結婚した。2年前に相談者が病気による半年余り

の入院を経験し、ローンの支払いに窮することはあったものの、家庭内でのトラ

ブルもなく、今日までほぼ平穏に生活してきた。

・相談者には兄弟がなく、両親は7年前には他界しており、頼りになる親族は近く

にはいない。夫も一人っ子で兄弟はいないが、夫の 健在で現在、姑の年金の

範囲内で特別養護老人ホームで生活している。コロナ禍のため今年2月以降は面

会もできない状態だが、今のところ大きな問題は起きていない。

・

中学3年生で来年は公立高校への進学を予定している。

・夫は20歳で工場勤務として今の職場に就職し、以来25年間まじめに働き、現在

系列のファミリーレ

ストランの閉店が相次ぎ、7月から食品工場の稼働日数が半減し、給与も 8月支

給分より2分の1に減少(月手取り178,000円)する。
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・今後に向けては、食品工場の統廃合がすすむ予定で、来年3月から新しい工場で

の責任者としての異動を打診され、了解している。新しい職場では人間関係が変

わり責任も重くなるが、勤務場所は今よりも近くなる。給与は現行のままの予定

である。

・今年度の夏季賞与は支給されず、冬季賞与も支払いは困難との会社からの情報が

ある。

②家計方針

・7月初めに40万円の支給を受けた特別定額給付金は、8月、9月、10 月、11 月

の毎月の家計収入に10万円ずつ補填する資金として活用することで計画する。

・家計収入が不足する12月から3月までは、総合支援資金の借り入れを計画する。

・8 月から始まる給与半減分については休業支援金などのコロナ支援策がないか調

査する。利用できる制度があれば、貯蓄に回し、今後の予備費とすることで家計

には組み込まない。

３）家計の聞き取りで分かった相談時1か月の家計の支出状況

①住居、駐車場関連費：町内会費月300円、マンション管理修繕積立金15,000円

②食費：スーパーの食材利用で月60,000円、外食費：0円、

③電気代：12,000円、ガス代：7,000円、水道代(月)：7,000円

④被服理美容(月)：夫1,500円 1,500 2,000円、相談者3,500円

⑤医療費・介護費用：相談者14,500円(月)

⑥電話、携帯・インターネット代：夫5,400円 6,500円 4,500円、

相談者4,500円、インターネット5,000円

⑦ガソリン代：7,000円、駐車場代：5,000円、車検積み立て：10,000円、

⑧ 私立高校学費：15,000円、高校部活動費：5,200円、

通学交通費：3,500円、小遣い：5,000円

⑨ 給食費：5,000円、塾費：6,000円、小遣い：3,000円

⑩教養、娯楽費：新聞代：3,000円

⑪酒代：缶ビール1本(毎日・200円×31日＝6,200円

⑫夫小遣い：昼食・たばこ代込み20,000円、交際費10,000円

⑬相談者小遣い：10,000円

⑭固定資産税：3,000円、生命保険(夫婦)：貯蓄型12,000円、任意保険：5,000円

⑮返済金は債務の欄に記載。

◆動画に戻って、続きを視聴してください
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資料 家計表の費目別記入方法
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（３）相談時家計表（手書き）作成

・講師からの説明を視聴後、テキストｐ61 63「モデル事例についての情報」を見な

がら、相談時家計表を作成してください。

・相談時家計表の作成が終わったら、テキストｐ66で答え合わせをしてください。

・間違ったところがあれば、なぜ間違ったのかを考えてください。

・疑問点は実習１のレポートに書いてください。

・完成した相談時家計表を5枚コピーしてください。
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相談時家計表（記入例）

◆準備ができたら、動画に戻って続きを視聴してください
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３、家計計画表の作成（手書き）

（１）家計計画表を手書きで作成する前に

・手書きで完成させた相談時家計表を 5 枚コピーしたものに、家計計画表の番号

と何月分かを記入しておいてください。

  家計計画表① 2020 年 8~11 ⽉分 

  家計計画表② 2020 年 12~20201 年 1 ⽉分 

家計計画表③ 2021年2月分

家計計画表④ 2021年3月分

家計計画表⑤ 2021年4月分

・電卓と筆記用具をご用意ください。

・家計計画表は、これからの家計予測で、「相談時家計表」をベースにして修正を

かけていきます。今後の生活の収支がどう変化するのか、変化することで収支が

どう変化するのか、不足の発生が予測される時は、どうカバーするのかなどを、

相談者と一緒に考え、作成していきます。

・本来の家計計画表の使い方は、現状の相談時家計表から、例えば債務整理で家計

収支がどうなるのかなど収支変化を予測したり、例えば離婚でどんな生活収支が

予測されるのか、転居で家賃が下がったらどうなるのかなど、相談者本人が今後

の生活収支をイメージしやすいように作成していくものです。

・今回の研修では、本来の家計計画表の使い方とは違いますが、キャッシュフロー

表に代わるものとして、何月の時点での収支がどうなるのかを見ていくために、

５つの家計計画表の作成に取り組みます。

・動画を視て家計計画表①を作成し、その答え合わせをした後、動画に戻って続き

を視聴して家計計画表②を作成するという流れで、5 つの家計計画表の作成を進

めます。

（２）モデル事例の家計計画表の作成にかかわる収支変化についての情報

１）8月から11月までの収支の変化予測――家計計画表①

①給与が半減する。

②定額給付金10万円を収入に充当する。

③夫の小遣いと交際費を半分に減らす。

④住宅ローンの返済猶予を銀行に相談し、8月から11月までを返済0円にする。

⑤住宅ローンの組替を相談する。④の返済猶予を相談する時に住宅ローンの組替の

相談に入ります。
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２）12月から2021年1月までの収支の変化予測――家計計画表②

①社協貸付の総合支援資金20万円/月の借り入れ、収入に充当する。

②給与が半減する。

③夫の小遣いと交際費を半分に減らす。

④住宅ローンの返済猶予期間中(8 11 月)に、銀行に住宅ローンの組み替えを相

談し、12月から月8万円の返済から月4万円となる（ 。

３）2021年2月単月の収支の変化予測――家計計画表③

①社協貸付の総合支援資金20万円/月の借り入れ、収入に充当する。

②夫の給与は半減のまま。

③夫の小遣いと交際費は半分に減額のまま。

④住宅ローンの返済猶予期間中(8 11 月)に、銀行に住宅ローンの組み替えを相

談し、月8万円から月4万円

⑤2月のみ高校受験費用：30,000円(私立と公立)を支払う。
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４）2021年3月単月の収支の変化予測――家計計画表④

①総合支援資金の1 し、20万円を収入に充当する。

②3 月からの職場異動で給与は元に戻るが支給月は 4 月からのため、3 月までは給

与は半分のまま

③夫の小遣いと交際費も半分に減額のまま。

④住宅ローンの返済猶予期間中(8 11 月)に、銀行に住宅ローンの組み替えを相

談し、月8万円から月4万円

高校入学に関する費用：150,000円を支払う。 (私立：約350,000円)

５）2021年4月からの収支の変化予測――家計計画表⑤

①夫収入が異動により356,000円に戻る。

②夫の小遣いと交際費は元に戻す。

15,000 円増額となるが、部活

動は辞めるため0円となる。

通学交通費3,500円、学費8,000円が増額となり、給食費は0円、小遣いは5,000

円となる。塾は継続する。

⑤相談者の医療費は経過観察のためであったが、順調に推移しているので、4 月か

らは診察・投薬は必要なくなる予定で医療費は0円となる。

⑥住宅ローンの返済猶予期間中(8 11 月)に、銀行に住宅ローンの組み替えを相

談し、月8万円から月4万円

◆家計計画表⑤の答え合わせが終わったら、動画に戻って続きを視聴してく

ださい

◆動画視聴後、テキストp75のレポートを作成してください
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家計計画表①（記入例）
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家計計画表②（記入例）

12月繰越79,150円

1月繰越79,150円

繰越計158,300円
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家計計画表③（記入例）

12～1月繰越158,300円

2月繰越 49,150円

キープ計 207,450円
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家計計画表④（記入例）
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家計計画表⑤（記入例）

<74>



４、レポートの作成

設問１ 手書きの相談時家計表と家計計画表の作成について疑問点があれば、レポー

トを作成してください。

※必ず「提出課題(word)」に入力して、データで提出してください。

◆レポートの作成が終わったら、動画に戻り続きを視聴してください
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５、パソコンでの相談時家計表・家計計画表の作成

（１）パソコンでの入力を始める前に

・「家計改善支援ツール説明書」（ｐ77 84）を参照しながら、パソコンでの作成を

進めてください。

・「入力用 新相談時家計表・家計計画表・CF]のエクセルファイルをダウンロード

してください。

この帳票は、Windows７以降のＯＳならびに Microsoft Excel2007 以上のバー

ジョンで使用できます。

エクセルファイルには①

いません。

（２）パソコンでの相談時家計表の作成

・「家計改善ツール説明書」（ｐ77 84）を参照しながら、手書きで作成した相談時

家計表を入力してください。

・相談時家計表の入力が終わったら、相談時家計表（回答見本）（テキストｐ85）

で点検してください。

（３）家計計画表の入力

・「家計改善ツールエクセルファイルの説明書」を参照しながら、手書きで作成し

た家計計画表①を入力してください。

・家計計画表表①の入力が終わったら、家計計画表①（回答見本）（テキストｐ86）

で点検してください。

・
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資料 家計改善支援ツール説明書
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相談時家計表（回答見本）
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家計計画表①（回答見本）
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家計計画表②（回答見本）
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家計計画表③（回答見本）
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家計計画表④（回答見本）
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家計計画表⑤（回答見本）
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講義６

家計改善支援で

うまく行かなかったのはなぜか？

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

藤浦 久美
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◆まず動画を視聴してください

研修の目的

・「うまく行かなかった事例」を通して、相談時の注意点や面接過程で配慮すべき支援員の姿勢

について理解していただきます。

・相談支援の現場では、相談者から「支援拒否」を受けて相談者と連絡がとれなくなってしま

った経験があるのではないかと思います。どうしてそうなったのか、何が原因だったのか、

どうすれば良かったのかと振り返ることは、とても大事なことです。そういう経験を積み上

げることで、よりよい支援につながっていきます。

・支援現場では孤軍奮闘され、一人で抱え込むことも多いと思います。一つの事例をみんなで

考えてより良い方法を検討すること、自分だったらこうするなどの意見交換をして、皆で知

恵を絞って共有することも、家計相談員にとっては大きな糧になると思います。

・今回グループ討議はできませんが、提出されたレポートに講師からのコメントを入れて返却

します。

・失敗事例からの学びをこれからの支援に活かしてください。

学習の進め方

・まず、動画を視てください。

・テキストの事例情報を読みこんで、2つの設問の回答についてレポートを作成してください。

事例情報について

（１）事例の概要

今回の事例は、２０１９年４月の初回面談から家計相談に拒否感を示されながらも、７

ヶ月にわたって支援を継続しています。その間に継続面談６回、弁護士同行１回、電話対

応も受電１回、架電６回と対応してきたにもかかわらず、６回目の面談後に電話で話した

後、連絡がとれなくなってしまい、結果２０２０年３月の支援調整会議で終結となってし

まったという事例です。
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（２）基本情報

１）生活環境

①家族：2人

・相談者：40代 女性 ホテル勤務（正社員・社保あり・ホール・調理補助・洗濯業務）

10代（短大1年）自動車学校に通っている。

※元夫は生保受給中。保護係から、生保受給中の元夫に金の無心をするという情報あり。

②収入 ●収入合計 16 19万円

・相談者 給与16 19万円

２）相談者の希望（何を解決したいか、どういう方法を望んでいるか）

・県営住宅の家賃を滞納している。生活が苦しいが、来月には余裕ができる。

３）債務・滞納の現状

《債務》●債務合計 480万円

・相談者 本人 200万円（9件）

・ 280万円（4件・奨学金・自動車学校費用）

・月返済額6.95万円

《滞納》●滞納合計 132万円

・国保 130万円

8,500円

・軽自動車税 7,000円

４）相談経路

・県営住宅の家賃滞納があり、県営住宅課・保護係からの紹介で自立相談窓口につなが

った。

５）家計表聞き取りの結果

・収入：19万円程度

・支出：19.65万円 （返済金以外の計13.2万円＋返済6.45万円）

・赤字：0.65万円

・家計の現状の課題：収入の不足、債務返済額の負担、滞納金の解決、収入の管理方法、

カード払いの見直し

（３）相談の概要

１）相談にいたった経過 (初回面談：２０１９年４月)

11ヶ月で離婚。その後も同じ夫と再婚し2度目の離婚をし

ている。2年前には一時期、生活保護を受けていたが、増収により約9ヶ月で保護を

脱却した。元夫は現在生活保護受給中である。
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・仕事は現在、ホテル勤務で調理補助等を行っており、収入は月 16 19 万円。就労時

「仕事中は仮面を被っている。疲れる。」「貴重な休みなので、（相談窓口へ

の）来室はとても負担である」と話された。

・家賃の滞納が8ヶ月分(約19万円)あるが、5月には 70万円が入金され

るため、そこから 9 月支払の学費(50 万円)を除いて、20 万円を家賃滞納の一括支払

に充当する予定。

、元夫の協力で学校に行けるようになり、現在自動

車学校に通い免許取得を目指しているが、スムーズには進んでいない状態で、補習代

も未納。アルバイトもしていない。「免許を取ってバイトすれば変わる。来月は楽に

なる」

・初回面談では家計の聞き取りに強い抵抗があったため、家計表も債務状況も書き取り

はせず、すべて口頭での聞き取りになった。相談者は以前他機関で貸付相談をしたと

きに、「家計の聞き取りは裸にされるようでとても嫌な気持ちになった、批判をされ

たと感じた」と話され、「家計相談」そのものに強い抵抗感をもっておられることが

分かった。初回面談の予約時間に１時間半ほど遅れて来室された理由は「家計簿をつ

けてくるのに３時間かかったから」。しかし、持参された家計簿や通帳は見せられな

かった。家計改善支援員から「多忙な中で家計簿は無理につけなくてもよい」「支援

員から指導はしない」「提案はするが、決めるのは本人である」ことを伝えたところ、

面談の最後は落ち着いた様子で「ご縁を大切にしたい」と次回面談の約束ができた。

２）継続面談

・5 66 万円入金されたことから、40 万円を引き出し、滞納家賃8

か月分の一括支払(約19万円)、滞納携帯代(9万円)、

学校補習費等の支払に充て、滞納を解消。

り、おじから約１５万円の車の購入を予定している。車購入、維持費について

の話し合いを勧めたが、「車を購入しないと、免許取得した意味がなくなる」「バスで

は時間がかかり家事を手伝ってもらえない」「バイトもできなくなる」免許取得に関

する相談者自身の経験から「同じ失敗を娘にさせたくない」

・その後の3回目の継続面談で、家計表作成。「８月家賃は他の支払があった為払えな

い。何の支払か聞かれると心の負担」債務返済が 7 万円/月の負担が大きいため、債

務について弁護士相談を提案したが、相談者は拒否。

9月支払分(50万円)をとっておくと話されていたが、実際

には奨学金からさまざまな生活費の支払、債務支払に充ててしまい、後期の校納金が

払えなくなり、学校に分納相談をしている

行うことを提案したが、これも拒否された。
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・債務については、弁護士相談を行う気持ちになられ、弁護士事務所に同行し、車購入

バイス

を受けたが、「弁護士から見下されていると感じた」と、その後別の法律事務所で任

意整理を委任している。

・6回目の継続面談で、3ヶ月の家賃滞納が発生し、払えないと相談があった。

法律事務所に依頼した任意整理費用が高額だったことから、任意整理後の家計計画表

を作成して家計の視点から助言を行なったが、「一生懸命にやれば報われる」「いろん

なことから全体的に責められていると感じる。もう無理なので帰る」と退室され、そ

の後連絡が取れなくなり、2020年3月支援調整会議で終結となった。

（４）初回面談・継続面談の逐語録

１）２０１９．０４．１８ 初回面談 ※家計・自立同席

・相談者

1週間経過後22才（2000年頃）で結婚したが、11ヶ月で離婚した。そ

の後、同じ夫と再婚、2度目の離婚をした。元夫は働かなかった様子。元夫は生活保

護受給中。

②15年前（2004年頃）に自己破産。借金の内容は、生活費。元夫が働かなかったため。

※後日の面談で、免責が下りなかったことが判明

③〇〇市の飲食店で勤務(ホール)をしていたが、2017年5月に転職し、〇〇県のホテル

(正社員16 19万円・社保)の調理補助・ホールと土日は洗濯業務に従事している。

8 (〇〇県)に送り、9 22時（休憩14：30 16：30）仕事をしており、

就業後に買い物に行く。仕事中は仮面を被っている。疲れる。貴重な休みなので、来

室はとても負担である。

④2017.9.22 2018.6.1脱却。

⑤2019年3月に

⑥県営住宅の滞納は、4/11に一部3.74万円を支払った。5月に一括返済する予定。

⑦ 5月に70万円入金される。9/1 9/30

に学費50万円納付の必要があるので、使ってしまわないように〇〇銀行に預けてお

く予定。20万円は県営住宅の滞納に充てる予定。

⑧今月までが苦しい。 バイトすれば変わると思う。来月は楽になる。

⑨父方のおじから15万円位の車を購入したい。

（相談者からの聞き取り内容）

⑪

⑫ 仮免も未だ取れていない。補習代を支払えていない。

⑬ はアルバイトについて、免許を取った後でないと難しいと言ったり、すぐ始めら

れると言ったりしている。
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２）２０１９．０５．１６ 予約なしの来訪で面談２回目）※家計・自立同席

・今日、短大の入学支度金の50万円と4・5月（10万円/月）の授業料としての奨学金

66万円（70万円から保証料差引）が振り込まれた。

・社協の奨学金は90万円を借り、入学時に49.3万円が振り込まれたが、残りがいつ振

り込まれるのかはわからない。

・奨学金から40万円を引き出して、滞納家賃18.53万円を支払った。2ヵ月後に封書が

届くので、県営住宅の方と裁判所に行って和解の手続きをする予定。和解の内容は、

3ヶ月以内に入金すること、滞納したら退去すること。

・給与は何も残っていなかったため、滞納家賃を支払った残りの約 21 万円で、滞納し

ていた携帯代（本人の2ヶ月分と の1ヶ月分）9万円、ローン5.1万円、水道1

万円、ガス2万円、電気2万円、自動車学校の補習料2.5万円を支払い、滞納は解消

した。

・娘の夏服も購入しないといけない。

・バスより車通学のほうが安いので、おじから約15万円の車を購入する予定。

・ 今は免許を取りたくないと言っている。間

が空いたせいだと思う。相談者は取って欲しいと思っている。

・相談員からは、「車購入はガソリン代以外にもお金がかかり、購入費用や修理代除いて、

ガソリン・任意保険や車検で2.5万円/月(ガソリン1万円、任意保険1万円、税と車

検5千円)はかかりそうなので、免許をとってすぐに車を購入するのではなく、バスと

」と提案した。

・車を購入する理由について、免許取得した意味がなくなる。バスは時間がかかるので

家事を手伝ってもらえない。バイトもできなくなる。免許証取得を途中でやめて2回

取得費用を支払って免許証をとった経験があるので同じ失敗を娘にさせたくないと

話された。

・5/23の次回面談日程を確認したが、自分の時間が欲しいので6/13(木)9：00

変更となった。

３）２０１９．０６．１３

・相談者より仕事が入り行けなくなったと電話があり、7/4（木）9：００ 面談の

予約を入れた。

４）２０１９．０７．０４

・予約時間に来所されず、架電すると「仕事が入り行けなくなった」と言われ、7/18（木）

に継続面談の予約を入れた。

５）２０１９．０７．１８

・予約時間に来所されず、架電すると「多忙のためキャンセルする」と言われ、継続面

談の日程は、仕事の都合が分からないため本人からの連絡を待つことになった。
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６）２０１９．０８．０９

・連絡がなく、相談者に架電するが不在。

７）２０１９．０８．２９ 継続面談（面談３回目）※家計・自立同席

・家計表を完成。

・8 月家賃は、他に支払いがあったため支払えない。何の支払いか聞かれると心の負担

である。

・ 車を１６万円購入して4回で支払う予定。

・相談員からは、キャッシュフロー表作成の提案をし、ライフイベント表をお渡し、可

能であれば記入してもらうように伝えた。

・相談員から債務整理の提案をしたところ、それまでよりは受け入れられたが、「年内に

〇〇を完済するまではがんばりたい」と話された。法律相談に行ってからどうするか

を決められることも話したが、一旦保留となった。

・次回、9/19 9：15 継続面談の予約を入れた。

８）２０１９．９．１９ 継続面談（面談４回目）※家計・自立同席

・9:15 10:00に来所予定だったが来所されず。架電し、11時前からの面談となった。

・9月の短大の学費が支払えない。社協から借りた奨学金で14.4万円支払っても30万

円足りない。教科書代(金額不明)も支払えない。

自動車学校の補習は4回目、免許取得は来月になりそう。おじから購入予定の

16万円の車は、まだ購入していない。4万円の分割払いも相談したわけではない。

・相談員から、債務についての法律相談の提案をしたところ、希望日程が出された。

・法律事務所と日程調整し、10月3日（木）13：30

９）２０１９．１０．０３ 弁護士同行・継続面談（面談５回目）※家計・自立同席

・法律事務所に同行 して、弁護士より以下の助言を受けた。（弁護士同行）

■ 相談者が保証人になっているため、自己破産することで支給される

のか不明。

■車は新たに購入するのは難しいのではないか。

■債務整理するなら自己破産。自己破産すれば管財事件になる。

■債務は返済せず放置の選択もある。あと1

務整理を検討したらどうか。

・相談者は、以前の自己破産は免責が下りなかったと話された

・短大とは、学費を10/17 15万円ずつ3回払いで納める約束をした。

・自動車学校の補習代2.5万円、免許取得の試験とバス代と学食費で4,000円、以前購

入したテレビ代1万円支払ったため、社協からの借り入れ金は残っていない。

・相談員から、奨学金を が管理するようにしてはどうかと提案したが、相談者は今

のままがんばると言われた。

・次回10/17 13 の予約を入れた。
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10）２０１９．１０．１７ 継続面談（面談６回目）

・家賃を3ヶ月滞納しているが、今後3ヶ月は支払えない。滞納家賃の支払いを年末調

整と2月のボーナスまで3ヶ月待ってもらえるようにお願いをして欲しいと言われた

が、相談員が交渉することはできず、相談者がする必要があるとお伝えした。

・短大の学費の15万円は支払ったが、あと3ヶ月支払う必要がある。

のアルバイト先が、バスで通える駅前に決まった。

・ 未だ免許証を取得できず、来月取得できるかどうかわからない。車は購入予定。

・ネットで探した別の法律事務所に、2 社の借入金の任意整理を依頼し、その費用 16

万円は、最初に1万円、以降2.5万円/月を6回払いとすることした。別の法律事務所

に相談した理由は、10月3日に相談した弁護士には見下されていると感じたためと話

された。

・相談員からは、任意整理2件で16万円は高額。法テラスは7万円程度で可能である

こと、費用を支払っていないのであればキャンセル可能だろうとお伝えした。

・任意整理後の予測家計表を作成して、「2万円増収しても5.76 万円の赤字。任意整理

により弁護士費用の負担も増え、効果がとても薄い。6 ヶ月間は逆に負担が増える」

と相談員から説明して、どのようにして支払っていくのかをたずねたところ「一生懸

命やれば報われる」と涙を流された。

・支払いの優先順位は①学費、②家賃と言われるが、現状どちらも滞納となっている理

由を尋ねたところ、「いろんなことから全体的に責められていると感じる。（面談継続

が）もう無理なので帰っていいですか」と言って退室された。

11）面談後本人に架電。

・気持ちが落ち着いたかをたすねたところ、頭をぶつけてたんこぶができていて痛かっ

たと話された。

・相談員から、「任意整理を検討してきたが、弁護士相談では債務を支払わず放置する

選択肢も話に出たこと、そうすれば費用もかからないこと、いずれ裁判になる可能性

はあるが、なるかどうかも分からず、その時に考えることもできること」を改めてお

伝えした。

・体調が悪いので電話を切ると言われた。

・相談員から、また相談に乗れること、何かあれば連絡をいただきたいとお伝えした。

12）２０２０．0２．１４ 相談者に架電・不在

13）２０２０．０３ 相談者に架電・不在→自立支援調整会議にて終結を確認。
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設問についてのレポートの作成

２つの設問についてのあなたの考えをレポートにまとめてください。

設問１ 相談員の支援のうち、いいなと思えるところや、自分であればこうしたいと

気付いたこと等、理由も含めて記入してください。

設問２ 最初から支援拒否気味の相談者に、どのようなコミュニケーションをとって

信頼関係を作っていけばよいと思いますか。

※必ず「提出課題（word）」に入力して、データで提出してください。
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講義７

相談者に学ぶ家計改善支援のあり方

―相談者のエンパワーメントを高めるにはー

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

近澤 和子
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◆ます動画を視聴してください

研修の目的

・「平成29年8月30日の社会保障審議会 生活困窮者自立支援および生活保護部会」に提供

した「家計改善支援利用者のビデオレター」を視聴します。

・相談者は、家計改善支援について何を望み、どうに感じているのか、相談者の課題や社会的

背景を、相談者の言葉などから学んでいただきます。

学習の進め方

・相談者の事例情報を読み、状況を把握してからビデオを視聴してください。

・ビデオレターを１つずつ視聴し、設問に答えてください。

・相談者への質問はテロップで流れますので、見逃さないように注意してください。

・ビデオレターでは、5つの項目についてインタビューしています。

①最初に相談したときの生活状況・心境は？

②家計相談支援事業（現在の家計改善支援事業）の利用をすすめられたときの心境は？

③家計相談支援事業（現在の家計改善支援事業）を利用してみての感想

④最初に相談したときと比較して生活状況の変化はありましたか？

⑤このような支援があったらよいと思うことがありますか？

視聴のポイント

・家計改善支援事業に相談者がつながってこない一般的な理由として、「相談者は家計のことを

他人に聞かれたくないと思っているから」ということを聞きます。

相談者は本当にそう思っているのでしょうか？

・「相談者が嫌がると思って、借金問題や家計状況に踏み込んで聴けない」と言う家計改善支援

員の声も聞きます。

相談者は本当に嫌がっているのでしょうか？

◆１つ目の事例のビデオレターを視聴する前に、ｐ104を必ず読んでください
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◆１つ目の事例のビデオレターを視聴する前に、必ず読んでください

１、１つ目の事例の情報

（１）６４歳男性（障がいがあり自力では動けない７５歳の妻との２人暮らし）

１）主訴

・ヤミ金の取立てが厳しく、所持金も食べ物もなく生活できない。

・家賃、税金、公共料金の滞納もある。

２）相談につながった時の様子

・家族構成：本人（64歳） 妻（７５歳） 別世帯： （既婚：支援は困難）

・生活状況：市営住宅。ガスが止まっている。冷蔵庫、洗濯機、エアコンもない状態。

・家計状況：本人年金4.5万円、妻年金6.4万円、合計10.9万円 支出合計13.3万円

・債務や滞納：年金担保あり。ヤミ金あり。滞納金額は把握できておらず不明。

・困窮の原因：妻が平成 19 年に脊髄症を患い寝たきりとなり、介護のために清掃車の

仕事を辞めた。収入は減り、入院や通院の費用等が嵩み、税金や家賃等

が払えなくなった。年金担保の借入れでも不足した為、ヤミ金に手を出

してしまい更に家計が回らなくなり、所持金も食べ物もない状態になっ

た。ヤミ金の取立ては厳しく電話に怯える日々。

＊以前、役所に相談したが行き違い等があり不信感を持っておられる。

３）支援内容

・家庭訪問、食糧支援と家計表作成。ヤミ金対応のために法律家へ同行を行った。

・後日、滞納金の支払い計画を立て、役所の協力も得て分割納付を相談した。

・キャッシュフロー表を作成。赤字の月を補う為に貸付あっせんをおこなった。

４）効果と相談者の変化

・ヤミ金の取立てが止まり、安心して生活できるようになった。

・一番大変な月を少額の貸付（6万円）で乗り切ることが出来た。

・年金担保終了後は、滞納の税金や家賃等の返済の見通しが立った。

・収入の波が家計のリズムを狂わせていることがわかり、計画的な支出を心がけること

で、家計管理が可能になった。

５）近況報告

・家賃等の滞納はなく、年金の範囲でやりくりが出来ている。

・以前は無かった家電品（冷蔵庫、テレビ、エアコン）も揃えられ、安心して生活が出

来るようになった。

・妻は寝たきりの状態が続いており、目の状態も悪化しているため手術をするか迷った

が、完治が難しいためこのまま様子を見ることになった。

（＊久しぶりにお電話でお話をお伺いしたところ、とても喜ばれていました。）

◆動画に戻って、１つ目のビデオレターを視聴してください。
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２、設問についてのレポート作成

・１つ目の事例を視聴後、以下の設問についてのレポートを作成してください。

設問１ 相談者が最初の支援先でどのような思いをされたと思いますか。家計改善支援を

受けてどのような感想を持たれたと思いますか。

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。

◆2つ目の事例のビデオレターを視聴する前に、ｐ106を必ず読んでください

< 105 >



◆2つ目の事例のビデオレターを視聴する前に、必ず読んでください

３、２つ目の事例の情報

（１）７９歳男性（一人暮らし、子どもは遠方で独立。近所に住む友人がサポーター）

１）主訴

・家賃の滞納があり、滞納額の一部１６万円を払わなければ、退去しないといけない。

２）相談につながった時の様子

・家族構成：本人（７９歳） 別世帯：子ども３人遠方で独立。

・生活状況：市営住宅。ガスが止まっている。（カセットコンロ使用）

・家計状況：本人年金9.8万円。 支出合計12.7万円 2.9万円の赤字。

・債務や滞納：家賃滞納21ヶ月。（滞納額の一部16万円を一括返済しないと強制執行

の手続きが開始される）

・困窮の原因：病気入院時に借りたヤミ金返済のために市営住宅の家賃21ヶ月を滞納。

生活費が不足するたびにヤミ金から借入れと返済を繰り返した。

３）支援内容

・家計表、キャッシュフロー表の作成。家計を見える化し本人に理解してもらった。

・家賃の分割納付のために支払い計画を立て、住宅政策課に同行。家計表とキャッシュ

フロー表を持参し、無理のない分割返済の交渉ができた。

・自宅訪問し家計相談を行い、まとめ買い等による節約や生活の工夫などをアドバイス

し実践できるように支援した。

・キャッシュフロー表で暖房器具の購入時期や金額などを相談。

４）効果と相談者の変化

・市営住宅を退去しなくてよくなり、安心して暮らせるようになった。

・節約等のアドバイスにより無駄な買い物がなくなり、食費を増やすことが出来、健康

な食生活がおくれるようになった。

・計画的な支払いや購入が必要なことがわかり、生活の仕方全体を見直すことが出来た。

５）近況報告

・生活に大きな変化はなく、滞納等の返済がすべて終わった為、年金のすべてを生活費

に充てられるようになり、食費にも余裕が出来た。

・一方、ガスはまだ止まったままではあるが、カセットコンロで満足している様子。

・ご近所にお住まいの友人との関係も良好で、親身に話を聴いてくれ相談者の心の支え

となっている。ご家族が車に乗せてくれる等、家族ぐるみの良いお付き合いがされて

いる。

◆動画に戻って、２つ目のビデオレターを視聴してください
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４、設問についてのレポート作成

・２つ目のビデオレターを視聴後、以下の設問についてレポートを作成してください。

設問２ 相談者は家計改善支援に対しどのような感想を持たれたと思いますか。この

方のストレングス（強み）はどこにあると思いますか。

設問３ ２つのビデオレターを視聴した感想を書いてください。

あなたが取り組んだ支援で、相談者との信頼関係を強めることができたと思

う事例を紹介してください。。

※必ず「提出課題（word）」に入力してデータで提出してください。
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実習２

高等学校学費調査

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

ますみ
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◆まず動画を視聴してください

１、調査の目的

・コロナ禍の先の見えない状況でも、子どもの高校進学に伴う教育費の負担は続きます。

経済的に余裕のない家計改善支援事業の相談者にとって、いつどれくらいの費用がかかり、

どのくらいの支援が受けられるのかは大事な情報です。

・フィールドワークを行うことで、家計改善事業の周知にもつなががります。

・家計相談員として、高校進学等についての情報を相談者に示すことができるように準備し

ます。

２、調査の進め方と留意点

（１）調査の進め方

①調査する高等学校（事業所のあるエリアの全日制の公立・私立２校以上）を決めてく

ださい。

②インターネットで調査対象の高校の入学費用、学費を調べてください。可能であれば、

実際に地域の高校に出向いて調査します。

③インターネットで支援制度や奨学金等の情報を調べてください。

④全体は、「シート①調査報告（入力フォーム）」のエクセルシートに入力してください。

⑤個別学費は、「シート②公立個別学費（入力フォーム）」、「シート③私立個別学費（入

力フォーム）」に分けて入力してください。

⑥調べた資料は学校別等、項目に分けてファイルにして保管してください。

（２）留意点

・研修の時間内、ましてコロナ渦では難しい様子もありますが、実際に地域の高校を訪

問して調査し、家計改善支援事業を紹介することも大切なことです。

・各校の学費に関する情報は、ホームページの入試要項・事務室の校納金・保護者向け

のページに掲載されていることが多いようです。専攻する学科によって教科書や教材

にかかる費用、制服費用、施設費用、修学旅行先によっても大きな差があるようです。

３、提出課題（Excel）の入力方法と留意点

（１）シート①調査報告の入力について

・調査方法や対象について、調査した内容を入力します。

・支援制度や調査方法については、全国的な支援制度や奨学金情報の主なものは予め入

力しています。地域や学校独自の支援制度や奨学金等を調べて入力します。
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資料 シート①調査報告の入力のポイント

（２）シート②公立個別学費・シート③私立個別学費の入力について

・公立と私立は別のシートに分かれています。備考欄にも情報があれば入力します。

・入学時にかかる、受験料、入学金、教科書代、制服代他の費用を入力して、入学時に

かかる必要費用を試算します。金額に幅がある場合は、高いほうを入力します。

・学費は、毎月と進級する際にかかる費用がある場合は各学年の４月に入力します。
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資料 シート②公立個別学費・シート③私立個別学費の入力のポイント
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（３）提出課題（Excel）の提出について

・入力したExcelファイルをデータで提出してください。

・その際、ファイル名に、受講NO・お名前（例 ００１家計花子）を入れてください。

１）提出課題 高等学校学費調査①入力フォーム
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２）提出課題 高等学校学費調査②入力フォーム
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３）提出課題 高等学校学費調査③入力フォーム
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４、情報の保管・整理について

①調査報告、公立、私立のシートをプリントします。

②調べた資料はプリントして、事務所で共有できるように、インデックス等をつけて、

わかりやすくファイルします。

③作成した一覧表、資料は、情報の追加や更新をして、ご活用ください。
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資料 作成例（ｐ118 120）
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実習３

家計再生プランの作成

◆講 師

グリーンコープ生活協同組合連合会

北島 千恵

< 121 >



< 122 >



◆まず動画を視聴してください

研修の目的

相談時家計表や家計計画表に基づき、家計再生プランを考え、その書き方について理解し

ていただきます。

学習の進め方

・家計再生プランの意味、書き方についての説明を動画で視聴します。

・具体的に、家計再生プランの作成例を紹介します。

・実習１のモデル事例について、家計改善支援員になったつもりで家計再生プランを作成し、

提出します。

・提出された家計再生プランは、講師のコメントを入れて返却します。

< 123 >



１、家計再生プランとは

（１）家計再生プラン（家族支援計画）とは何か

①家計再生プランとは、アセスメントの結果に基づき、家計の視点から「解決すべき課

題」「相談者の目指す姿」「具体的な支援の内容」についてまとめたものです。

②家計再生プランは、今後の家計に関する相談者と家族のプランです。相談者と家族の

主体性、意欲・意思が最も反映されなくてはならないものです。相談者が内容を確認

して自筆署名するものです。

③そのためには、目指す生活の形や家族のライフイベントに基づいて、家計相談員が一

緒になって作成して、同意を得ることが必要です。

④相談員が「こうすればいいのに」と考えても、それが相談者の意思に反していればプ

ランにはできません。

⑤家計再生プランには、課題や支援内容等を列挙するだけでなく、面談を通して明らか

になった相談者の個性やできること、ストロングス（強み）等を踏まえて実現できる

内容であることも大事です。相談者の生活の再生に向けた意欲を引き出せるよう働き

かけていくツールでもあります。

⑥相談者自身だけでなく、家族の状況の変化に応じて見直すことも必要です。相談者の

意欲が持続できるようにスモールステップで３ヶ月から６ヶ月をめどに見直し、再プ

ランを立てていきます。

（２）家計再生プラン作成についての留意点

①相談者の現状の家計の課題や、何を目標に暮らしていくのかなど、家計をコントロー

ルする指針を示したものを相談者に提案します。それが、家計再生プラン（家計支援

計画）です。

②アセスメントの項目「アセスメント結果の整理と支援方針の検討」で整理した内容を

ベースに作成しますが、相談者に手渡すものであり、分かりやすく、将来が見えるよ

うな提案を心がけます。

③「解決したい課題」は、相談者と一緒に検討した結果のまとめとなっているのか、相

談者に確かめていただけるようなスタンスで作成します。

④その上で、「目標」は、相談者本人がご自身（とその家族）の目標（目指す姿）を設

定できるようにサポートします。

⑤また、家計再生プランの内容が実現できるように、最後まで相談者と共にあることを

伝えます。家計の環境や家族の進路が変わったら、早めに見直すこと、目標通りにい

かなくても失望したり諦めたりしないこと、やり直しをすればいいし、見直しできる

ことを伝えます。
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⑥家計再生プランを提案し確かめていただくときの言葉かけは、相談者の心の動きに合

わせながら話します。家計相談員として助言できることをすべて課題に書き込みたい

ところですが、相談者にとっては助言そのものが、辛く厳しいものに映りがちです。

一つ一つ確認し、励まし合いながら進めるようにしたいものです。

２、家計再生プランの書き方について

（１）家計再生プランに記載すべき事項

解決したい課題に書くべき事項

・家計として、解決すべき課題は何か、を書いていきます。

・お金に課題を抱える相談者は「就労」や「家族関係」に課題を抱える方が多く、家計

を明らかにしていくことで、本人が気づいていなかった課題が見えることもあります。

・自立相談支援機関と情報の共有を行った上で、課題を明らかにしていくことも必要で

す。

・「年金までに数千円しかない」とか「おむつが買えない」など、緊急に解決すべきこ

とも、対応してしまったことも、本人の困難な状況を明らかにするためには記載が必

要です。

・根本的に解決すべきこととしては、例えば、「家族と相談をすること」など、箇条書

きでシンプルにまとめます。

目標（目指す姿）に書くべき事項

・数年先を考えながら「こうありたいと願う生活の方向性」を書きます。 ２行に収

めましょう。

例えば、「仕事をしながら、家族４人で安心して暮らしていきたい」というように書い

ていきます。

・目の前にある課題の解決方法ではなく、数年先の生活の様子、本人の大切にしたいこ

とを表現しましょう。

プランに書くべき事項

・

か、赤字か、収支の金額もしくは状況を書き、相談者本人にまず分かっていただきま

す。その上で、家計上の改善方法を考えていくことになります。
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・次にその内容を具体的に書いていきます。

「借金の整理を行うことで返済額を軽減する」「転居先を探して、家賃を下げる」「収

入を増やすためには就労支援につなぐ」など、家計を改善するプランを書いていきま

す。その際には、「家賃は５万円以内で」「手取り収入１５万円以上の仕事を探す」な

ど、金額を具体的に書き込むことができれば、本人にも分かりやすく、意欲にもつな

がっていくと思います。

同居家族がいる場合、「家族と相談する」ということも、大切なプランとなります。

仕事をしているのに、家にお金を入れてない息子、娘、成人した子どもたちの携帯料

金や生命保険まで、親が払っている相談者に出会うこともよくあります。苦しい状況

を家族に遠慮して相談もできていないと思われる相談者には、「家族と相談する」をプ

ランの一つとして作成し、本人の背中を押すことも大事なことと考えています。

・また、緊急性がある場合、プラン作成の前に支援を行うこともあり、「実施したこと」

として記載をします。

・備考欄には、プランの内容に応じて関係機関や人を記載します。

債務整理であれば本人、弁護士、家計改善支援員、就労支援の場合は本人、ハローワ

ーク、自立相談支援員と記載しています。

プラン期間の立て方

・プラン期間は、スモールステップで基本３ヶ月 見直し、再

プランを作成していきます。
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（２）家計再生プラン（家計支援計画） ― 作成時の留意点 ―

担当者氏名：

ID 作成日 平成年 月 日 作成回
□ 初 回 □ 再 プ ラ ン

（ ）回目

ふりがな 性別
□ 男 性 □ 女 性 □

（ ）

氏名 生年月日
□大正 □昭和 □平成

年 月 日（ 歳）

○解決したい課題 家計改善支援

〇 家計としての、解決すべき課題は何かを考えます。

〇 緊急に解決すべきことを書きます。

〇 家族の協力など抜本的に解決すべきことを書きます。

〇 内容は、箇条書きなどにして、シンプルにまとめます。

○目標（目指す姿） ※家計収支における目標として家計計画表、キャッシュ

フロー計画表を添付

〇 数年先を考えながら、こうありたいと願う生活の方向性などを書きます。

（本人が設定する内容であるが、プランの骨子の下書きとして、家計相談員が準備する）

〇 できるだけ、 に収めます。「仕事をしながら、家族４人で安心した生活を送る」など

○プラン 家計改善支援

実施すること

（本人・家族等・家計改善支援機関・その他機関）

備考（関係機関・期間・頻度

など）

〇 具体的な解決策を、実施する機関や人ごとに書きます。

〇 既に実施したことも、プランの一部であれば書きます。

○プラン期間と次回モニタリング（予定）時期等

プラン期間 次回モニタリング時期 次回面談予定日

平成 年 月まで 平成 年 月 平成 年 月 日

本人確認欄

・お金に課題を抱える相談者は「就労」

や「家計関係」に課題を抱える方が多

く、家計を明らかにしていくことで、

本人が気づいていなかった課題が見

える

・自立相談支援機関と情報共有を行い、

課題を明らかにする

・現状の家計状況の把握 ・借金の整理を行う

・転居先を探す ・就労支援につなぐ

・家族と相談する

備考欄には、プラン内容に応

じて、関係機関を記載

プラン期間は、スモールステップを基本に

３か月、長くても６か月として、見直し、

再プランを作成していきます
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◆家計再生プラン作成例の動画を視聴する前にテキストを読み込んでください

（３）家計再生プランの記入例の紹介

・実習１のモデル事例について作成した家計再生プランで具体的に説明します。

・実習１のモデル事例の 7月時点での家計再生プランを相談者と一緒に作成してみます。

１）家計再生プランの作成例の動画を視聴する前に

・まず、実習１のモデル事例の情報（ｐ61 63）を再度読み込みましょう。主訴やご家族

の状況、聞き取りの内容や家族の方針を頭に入れておいてください。

・２０２０年７月時点の家計再生プランは、８ １１月までの収支の変化予測を踏まえ

て作成します。

8 月から 11 月までの収支の変化予測――家計計画表①

①給与が半減する。

②定額給付金 10 万円を収入に充当する。

③夫の小遣いと交際費を半分に減らす。

④住宅ローンの返済猶予を銀行に相談し、8月から 11 月までを返済 0円にする。

⑤住宅ローンの組替を相談する。④の返済猶予を相談する時に住宅ローンの組替の相談

に入ります。

・手書きで作成した家計計画表①を参照できるように手元に出しておいてください。

・テキストｐ124 127 の家計再生プランの書き方、留意点を読み込んでください。

◆動画に戻って続きを視聴し、家計計画表①に基づく家計再生プランの作成の仕

方を学んでください。視聴後に作成例（ｐ129）を確認してください
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２）家計再生プランの作成例

（家計支援計画） ― 家計計画表①（8 11 月）作成例 ―

担当者氏名： 北島

ID 作成日 令和２年 7月 22日 作成回 ■初回 □再プラン（ ）回目

ふりがな 性別 □男性 ■女性 □（ ）

氏名 生年月日
□大正 ■昭和 □平成

年 月 日（ ３２歳）

○解決したい課題 主に、家計相談 援事業により、解決を図りたい課題

・コロナ禍によって、夫の収入が減収することが予想され、今後の生活が不安である。

・現在高校２年の長男の大学進学と中３の長女の高校進学を控えており、その準備ができるかどうか心

配である。

・２年前の入院費用や義父の葬儀費用で借り入れた債務の返済が月５万円である。

○目標（目指す姿） 本 が設定 ※家計収支における目標として家計計画表、キャッシュフロー計画表

を添付

・住宅ローンの返済を継続しながら、長男・長女の今後の進学費用を準備し、安心して生活していきた

い。

○プラン 家計相談 援機関や関係機関等が うことや、本 が うことも含めて記

実施すること

（本人・家族等・家計相談支援機関・その他機関）
備考（関係機関・期間・頻度など）

現状の家計状況の把握（収入４４万６千円、支出４４万４千円、収

支ギリギリ）
本人、家計改善支援員

特別給付金（４０万円）は８月から１１月に各月１０万を生活費に補填

する。
本人、家族

住宅ローンの返済猶予を銀行に相談し、８月～１１月までの返済金

をゼロにする。

本人、夫、銀行、家計改善支援

員

１２月以降の住宅ローンの組み替えを銀行と相談する。（返済延長と

月返済額を４万円に減額）

本人、夫、銀行、家計改善支援

員

家計相談の継続（月１回） 本人、家計改善支援員

○プラン期間と次回モニタリング（予定）時期等

プラン期間 次回モニタリング時期 次回面談予定日

令和２年１１月まで 令和２年 ９月 令和 年 月 日

本人確認欄
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◆動画視聴後に、家計再生プランを作成してください

３、家計再生プランの作成

・２０２０年１２月から２０２１年１月までの収支変化予測に基づいて、再プランを作成

してください。

12 月から 2021 年 1月までの収支の変化予測――家計計画表②

①社協貸付の総合支援資金 20 万円/月の借り入れ、収入に充当する。

②給与が半減する。

③夫の小遣いと交際費を半分に減らす。

④住宅ローンの返済猶予期間中(8 11 月)に、銀行に住宅ローンの組み替えを相談し、

12 月から月 8万円の返済から月 4万円

・作成した家計再生プランは「提出課題(word)」に入力して、データを提出してください。
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家計再生プラン（記入用紙）
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